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鳥取市議会文教経済委員会会議録

会 議 年 月 日 令和７年６月 17 日（火曜日）  

開 会 午前９時 57 分 閉 会 午後１時 58 分 

場 所 市役所本庁舎７階 第２委員会室 

出 席 委 員 

（８名）

委 員 長 石田憲太郎 

副委員長 中山 明保 

委  員 柳  大地  水口  誠  金田 靖典  西村紳一郎 

長坂 則翁  砂田 典男 

欠 席 委 員 なし 

委 員 外 議 員 なし 

事 務 局 職 員 参事兼調査係長 遠藤  全  議 事 係 主 任 稲田 直 

出 席 説 明 員 【教育委員会】 

教  育  長 河井登志夫  教育委員会事務局副教育長 徳高雄一郎 

次長兼教育総務課長 山名 常裕  教育総務課課長補佐 前田 英樹 

教育総務課学校施設係長 石原 裕也  教育総務課校区審議室主査 岡部 孝志 

次長兼学校教育課長 淺見 康陽  学校教育課参事 福山 暁博 

学校教育課課長補佐 古網 有紀  学校教育課放課後児童支援係長 若宮 健一 

総合教育センター所長 狩野  司  総合教育センター所長補佐 蜂谷 知哉 

学校保健給食課長 蔵増  彩  学校保健給食課課長補佐 木村 裕司 

学校保健給食課学校給食係長  田中 崇仁  文 化 財 課 長 佐々木孝文 

文化財課課長補佐 加川  崇  生涯学習・スポーツ課長 浜田 哲弘 

生涯学習・スポーツ課課長補佐 平田 政志  生涯学習・スポーツ課施設係長 西垣 宏史 

生涯学習・スポーツ課主査兼生涯学習係長 保木本あい子   中央図書館長 中島  泉 

中央図書館副館長 山根 初美 

【経済観光部】 

経済観光部長 大野 正美  次長兼経済・雇用戦略課長 渡邉 大輔 

経済・雇用戦略課課長補佐 塩   敦  経済・雇用戦略課地域経済係長 保﨑 克巳 

経済・雇用戦略課雇用政策係長 鈴木 元気  経済・雇用戦略課スマートエネルギータウン推進室長 大角真一郎 

経済・雇用戦略課スマートエネルギータウン推進室主査  大坪 宗臣  次長兼企業立地・支援課長 福山 博俊 

企業立地・支援課参事 田中 英利  企業立地・支援課課長補佐 能勢 光介 

企業立地・支援課誘致・振興係長  山根 裕史  観光・ジオパーク推進課長 平井 宏和 

観光・ジオパーク推進課参事  古網 竜也  観光・ジオパーク推進課課長補佐  川口  隆 

観光・ジオパーク推進課観光振興係長 岩田 宜真  経済観光部参事 川口 泰弘 
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鳥取市関西事務所長 奥山 恵介 

【農林水産部】 

農林水産部長 坂本 武夫  農政企画課長 小谷 昇一 

農政企画課課長補佐 蔵増 達弘  農政企画課担い手支援係長 松本 圭一 

農政企画課生産振興係長 清水 保朝  農政企画課鳥獣対策係長 山本 佳一 

林務水産課課長 山田 泰弘  林務水産課課長補佐 城市 索 

林務水産課主査兼水産漁港係長 小川小百合  次長兼農村整備課長 長石 良幸 

農村整備課課長補佐 大和谷雅人  農村整備課総務係長 西尾 孝司 

【農業委員会】 

事 務 局 長 川口 悦代  局 長 補 佐 太田 信一 

農 地 係 長 堀  春樹 

傍 聴 者 １人 

会議に付した事件 別紙のとおり 

午前９時 57 分 開会 

◆石田憲太郎委員長 ただいまより文教経済委員会を開会いたします。本日の日程はお手元に配

布のとおり、まず、教育委員会の議案説明、報告を受けた後、経済観光部、農林水産部、農業

委員会と進めてまいります。なお、本日は議案付託前の事前審査と、事前調査という位置づけ

で行っておりますので、議案につきましては、質疑は行えませんので御承知おきください。た

だし、聞き取りにくかった点、用語の確認は可能ですのでよろしくお願いいたします。また、

陳情の審査も１件行いますので、こちらについてもよろしくお願いいたします。 

【教育委員会】 

◆石田憲太郎委員長 それでは教育委員会の審査に入ります。初めに河井教育長に御挨拶をいた

だき、このたび人事異動で替わられた方には自己紹介をお願いしたいと思います。河井教育長。 

○河井登志夫教育長 教育長の河井登志夫でございます。本日は文教経済委員会を開催いただき

まして、誠にありがとうございます。先ほど委員長様お話しいただいたように新しいメンバー

もおりますので、自己紹介をさせていただきます。梅雨の最中ですけども、暑い日が続いてお

りまして、暑熱順化という言葉がございます。今日も汗をかきながら簡潔な説明を心がけてま

いりたいと思っておりますんで、どうぞよろしくお願いをいたします。 

それでは本日の委員会に付託されております案件につきまして概要を御説明いたします。ま

ず、議案第 82 号令和７年度鳥取市一般会計補正予算につきましては 3,102 万 6,000 円の増額と
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なります。議案第 97号は令和７年３月 31日に補正予算を専決処分いたしましたので報告し、

承認を得ようとするものです。報告第７号は繰越明許費繰越計算書について報告するものであ

ります。報告第 11号は放棄した債権について報告するものです。 

その他に報告事項が６件ございます。鳥取市教育大綱・教育振興基本計画の策定について、

２点目が民間スイミングスクールを活用した水泳授業のモデル校実施について、３点目が逢坂

小学校の浜村小学校への先行編入等について、４点目、新学校給食センター整備の工期延長及

び工事発注方法等について、５点目が令和の万葉大茶会 2025 飛鳥・万博大会について、最後に

６点目として、鳥取市民体育館ネーミングライツ契約の公募につきましてです。いずれも担当

課長より御説明をさせていただきますので、よろしくお願い申し上げます。以上です。

○山名常裕次長兼教育総務課長 それでは順次挨拶のほう、自己紹介のほうさせていただきたい

と思います。まず、私からです。本年４月から教育委員会事務局次長兼教育総務課長を拝命し

ました山名と申します。よろしくお願いいたします。

○狩野 司次長兼総合教育センター所長 失礼いたします。私は、教育委員会事務局次長兼学校

教育課総合教育センター所長の狩野司でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

○蔵増 彩学校保健給食課長 ４月１日付、学校保健給食課長を拝命しました蔵増彩と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。

○岡部孝志教育総務課校区審議室長 教育総務課校区審議室の岡部と申します。よろしくお願い

いたします。

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課長になりました浜田哲弘と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。

○中島 泉中央図書館長 中央図書館長の中島泉と申します。昨年度は副館長をしておりました。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○福山暁博学校教育課参事兼指導係長 学校教育課参事兼指導係長の福山暁博です。よろしくお

願いいたします。

○前田英樹教育総務課課長補佐兼総務係長 ４月から教育総務課課長補佐を拝命しております前

田です。よろしくお願いします。

○山根初美中央図書館副館長 中央図書館の副館長の山根と申します。どうぞよろしくお願いい

たします。

○保木本あい子生涯学習・スポーツ課生涯学習係長 生涯学習・スポーツ課の生涯学習係長、保

木本あい子と申します。よろしくお願いします。

◆石田憲太郎委員長 御挨拶もいただきました。それでは審査に先立ちまして申し上げます。質

疑及び説明、答弁は簡潔にしていただきますよう、執行部並びに委員の皆様にお願いを申し上

げます。 

議案第 82号令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第１号）について（説明） 

◆石田憲太郎委員長 それでは議案第 82 号令和７年度鳥取市一般会計補正予算のうち、所管に属

する部分を議題といたします。執行部より説明をお願いします。山名次長。 
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○山名常裕次長兼教育総務課長 教育総務課山名でございます。議案第 82号令和７年度鳥取市一

般会計補正予算の教育委員会の所管に属する部分につきまして、お配りしております資料１の

文教経済委員会補正予算説明資料で説明をさせていただきます。なお、収入予算につきまして

は歳出予算を説明する中で必要に応じて説明をさせていただきますので、よろしくお願いしま

す。それでは学校教育課から説明させていただきます。 

◆石田憲太郎委員長 淺見次長。 

○淺見康陽次長兼学校教育課長 学校教育課淺見です。それでは資料１の４ページをお開きくだ

さい。語学指導等外国青年招致事業費でございます。予算書は 29 ページ、事業別概要書は 35

ページの下段を御覧ください。補正額は 39 万 2,000 円、財源は全額一般財源となります。これ

は今年度８月以降も任用を継続する予定としていました外国語指導助手、ＡＬＴと言っており

ますが、これについて本人の希望により再度の任用をしないこととなったために、新たにＡＬ

Ｔ１名を採用することとなったことに伴い、必要となる経費となります。 

経費の主な内容ですが、ＪＥＴ傷害保険負担金、これは再任用予定だった１名分の減額と新

規採用の１名分の増額との差額となります。加えて、新規採用分の渡航負担金とオリエンテー

ションに参加するための負担金となります。以上でございます。

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 次に、小中学校空調設備整備事業費について説明いたします。

予算書は 29 ページ、事業別概要書は 35ページ上段を御覧ください。補正額は 641 万 3,000 円

でございます。財源内訳は、国県支出金が 320 万 6,000 円、地方債が 170 万円、一般財源が 150

万 7,000 円でございます。本事業は、国の令和６年度補正予算において避難所機能の強化を図

る観点から、学校体育館への空調設備整備に向けて新たに創設された空調設備整備臨時特例交

付金、これに呼応しまして本市の学校体育館への空調設備整備を進めるため、まずは効果的な

空調方式であるとか、断熱対策等の知見を得る先行モデル事業として取り組むものでございま

す。 

この先行モデルは浜坂小学校体育館を予定しております。これは交付金の要件である指定避

難所であること、そして本市学校体育館の中で最も新しく、断熱性確保に係る負担軽減や短期

間での対策が見込めること、さらには多目的トイレなど避難所環境が確保されていることなど

により選定を行ったものでございます。本事業によりまして様々な検証を行った上で、今後の

学校体育館空調設備整備につなげてまいりたいと考えております。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 狩野センター所長。 

○狩野 司次長兼総合教育センター所長 それでは児童生徒支援事業費について説明いたします。

予算書は 29 ページ、事業別概要書は 36 ページ上段になります。本事業につきまして、本市に

住所を有する小、中、義務教育学校に在籍する不登校、また、それに類する状態の児童生徒に

つきまして、県及び市が認定した施設に通っている児童生徒につきまして、多様な学びの場を

提供したり、指導要録上出席扱いにしたりするなど、社会的自立及び学校への復帰に向けた支

援を行っております。本事業につきまして、保護者の経済的負担を援助するため、これまで県

が 6,600 円、市が 6,600 円を上限とした授業料の助成を行ってきました。 
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今年度４月、県の鳥取県不登校児童生徒支援事業費補助交付金要項の一部改定により、授業

料の補助上限額が 6,600 円から１万円、または月額３分の１のいずれか低い額を補助すること

となりました。この県の要項改正を受け、県市においても県と同様の補助上限額とし、保護者

への経済的支援を行おうとするものです。なお、同要件を適用した場合、もともと授業料が低

いフリースクール、教育支援センター以下施設を利用していた場合、昨年度と比べ上限額が低

くなる場合がありますが、県の経過措置として本年度に限り、前年度と同じ施設を利用する児

童生徒の保護者に対し、昨年度と同額の授業料を補助することとしています。 

また、本市独自の取組として、今年度新規に施設を利用する児童生徒の保護者に対しても継

続利用の場合と同額補助を適用することとしています。補正額 246 万 9,000 円、補正額後の額

は 9,953 万 4,000 円になります。以上でございます。

◆石田憲太郎委員長 淺見次長。 

○淺見康陽次長兼学校教育課長 学校教育課淺見です。続きまして学校教育活動支援事業費でご

ざいます。予算書は 29ページ、事業別概要書は 36ページの下段を御覧ください。補正額は 32

万円となります。財源は全額一般財源です。これは、聴覚に障がいのある保護者の方が学校行

事に参加する際、保護者が希望する場合に手話通訳者の派遣を行うための経費でございます。

これまでは、聴覚に障がいのある方の保護者の方がいらっしゃる学校には、入学式と卒業式に

ついては手話通訳者の派遣を行っておりましたが、学校説明会や個人懇談、学習発表会等、そ

の他学校が主催する行事にも御要望に応じて派遣することとするものでございます。以上でご

ざいます。

◆石田憲太郎委員長 佐々木課長。 

○佐々木孝文文化財課長 では、資料５ページのほう御覧ください。指定文化財管理費でござい

ます。予算書は 29ページ、事業別概要は 37ページ上段です。補正前予算額は 380 万 1,000 円、

補正額は 26 万円、補正後の額は 406 万 1,000 円です。これは気高町日光に営巣しておりますコ

ウノトリについて、昨年度に引き続き兄弟のペアであることが判明しまして、近親婚により遺

伝子汚染を防ぐためにいずれか１羽を捕獲し、次の繁殖期まで兵庫県立コウノトリの郷公園で

飼育することにより、このペアを解消するための予算でございます。 

予算議決後、コウノトリの捕獲に向かうこととしております。捕獲後の飼育費のうち、餌代、

飼料費について兵庫県、文化庁との協議に基づいて、鳥取県と鳥取市で２分の１ずつを負担す

るものであります。令和８年７月頃までの飼育となりますので、令和８年４月以降については

当初予算でまたお願いをしたいと考えております。以上です。

◆石田憲太郎委員長 浜田課長。 

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課浜田です。続いて説明資料５ページ

の中段、さじコスモスの館運営管理費でございます。予算書は 31ページ、事業別概要は 37ペ

ージの下段となっております。補正額は 483 万 4,000 円、財源につきましては、その他財源と

して、コスモスの館宿泊料として 125 万 7,000 円、一般財源が 357 万 7,000 円です。資料６ペ

ージのほうを御覧ください。こちらに個別資料をつけております。さじコスモスの館につきま

しては、老朽化等に伴いまして現在休館しておりますけども、なるべく早い施設活用がしたい
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ということで、当初予定しておりました施設の総点検を早めて実施した結果ですね、施設運営

に係る重大な劣化等は見られませんでしたので、来月７月からの早期開館に向けまして、まず

は別館のガス給湯器２台の修繕費58万7,000円をかけて修繕いたしまして、それと併せまして、

今年度の管理運営委託費 424 万 7,000 円を今回増額要求させていただくものでございます。 

続きまして、戻っていただきまして資料は５ページです。その次の市民体育館管理費でござ

います。予算書は31ページ、事業別概要は38ページの上段となります。補正額は1,309万 3,000

円、全額一般財源となっております。資料は７ページのほうをお願いいたします。市民体育館

につきましては、令和５年６月にＰＦＩ事業でリニューアルオープンしておりまして、管理運

営においては令和 20年の３月まで 15 年間の指定管理として契約を締結しているところです。

その事業契約の中で、新たな施設は水道光熱費の想定が難しいために、建設から５年間は市が

水道光熱費の実費分を負担することになっております。また、もう１点ですね、それとは別に、

物価変動につきまして 15年間を通しまして厚生労働省が定めた指標がございまして、そちらが

1.5％を超える変動があった場合は見直しを行うということになっております。 

なお、今回この物価変動による見直しはございませんでした。これらの事業契約に基づきま

して、令和６年度の水道光熱費の実績と、当初事業者提案額がありまして、それとの差額につ

きまして追加の支払いを行う必要があるため、今回増額要求するものでございます。そこに表

がついております。昨年度の６月補正におきましても、５年度分につきまして、５年度分は 10

か月で約 1,000 万円の追加でしたけども、令和６年度分につきましては 12か月で約 1,300 万円

と、水準にしますと同水準のような増額となっております。なお、この水道光熱費の内訳とい

たしましては、電気代が約 93％、ガス代が約３％、上下水道代が約４％となっておりまして、

ほとんどが電気代という形になっております。 

この電気代の増額の要因ですけども、１つは、そこに書いておりますけども、提案時に積算

不足が想定されます。これにつきましては、当時提案いただいた他の事業者よりも高い積算と

なっておりますし、なかなか想定が難しかったのではないかということがうかがえます。なお、

結果的に積算し切れなかったものとしましては、運用を開始してから、夏に熱中症対策として

６月から９月、冬においてはヒートショック対策として 12 月から２月につきましては原則とし

て空調を入れるという運用にしたことなどが影響しているのではないかと思われます。 

もう１点、提案時以降の電気代が御存じのように高騰がありましたので、それも要因があっ

たのではないかと想定されるところでございます。今後の運用ですが、人命に関わるような対

策につきましては引き続き実施しつつ、可能な限り節電に努めてまいりたいと考えておるとこ

ろです。 

  続きまして最後ですけども、５ページのほうに戻っていただきまして、最後、屋外体育施設

管理費でございます。予算書は 31ページ、事業別概要は 38ページの下段となっております。

補正額は 324 万 5,000 円、全額一般財源となっております。こちらも資料ですけども、８ペー

ジをお願いいたします。これは平成 16年度に湖山池の北側に、ボート競技艇の接岸用途としま

して市が設置した浮桟橋２基につきましての修繕となっております。浮桟橋には、資料の上に

写真をつけておりますけども、付帯部分と連絡橋部分があるんですけども、連絡橋のフレーム
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部分がかなり腐食しておりまして、このままでは連絡橋が破損、崩壊してしまいまして、付帯

部分が流れてしまうというような危険があることが判明いたしましたので、早急にフレーム部

分の修繕を行う必要がありますので、その修繕経費として増額要求するものでございます。以

上です。 

◆石田憲太郎委員長 ただいま説明をいただきました。それでは聞き取りにくかった点、用語の

確認等がある方は挙手願います。ございませんか。大丈夫ですか。 

議案 97 号専決処分事項の報告及び承認について 

◆石田憲太郎委員長 それでは続きまして議案 97 号専決処分事項の報告及び承認についてのう

ち、所管に属する部分を議題とします。執行部より説明をお願いします。山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 教育総務課山名です。議案第 97号専決処分事項の報告及び承認

について、こちらは資料２のほうを御覧ください。４ページで説明させていただきます。令和

６年度一般会計補正予算３月専決補正について３つの事業ございますが、こちらまとめて説明

をさせていただきます。まず、１つ目ですが、学校維持補修費、これ小学校・大規模、これは

湖山西小学校、逢坂小学校の受水槽の更新修繕の事業でございます。その下段の２つ目の鳥取

城跡保存修理事業費、これは渡り櫓門復元工事を中心とする鳥取城跡の保存整備事業でござい

ます。その下段の３つ目の体育施設管理費、これはバードスタジアムの屋外ＬＥＤ照明の交換

業務でございます。この３事業は当初財源で起債を予定しておりましたけども、令和６年度の

実績見込みを踏まえまして、一般財源にて対応することとしまして、財源更正を行うものでご

ざいます。特に緊急を要し、議会を招集する時間的余裕がなかったことから専決処分といたし

ましたので、今議会で報告し承認を求めるものでございます。 

補正内容は学校維持補修費、小学校・大規模の財源内訳において、地方債 200 万の減、一般財

源 200 万円の増、鳥取城跡保存修理事業費の財源内訳において地方債 1,000 万の減、一般財源

1,000 万円の増、体育施設管理費の財源内訳において地方債 270 万円の減、一般財源 270 万円

の増、以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認がある方は挙手

願います。ないようでございます。 

報告 

  報告第７号繰越明許費繰越計算書について 

◆石田憲太郎委員長 続きまして報告に入ります。報告第７号繰越明許費繰越計算書についての

うち、所管に属する部分の御報告をお願いします。山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 報告第７号繰越明許費繰越計算書について教育委員会に属する

部分を報告いたします。資料の５ページを御覧ください。令和６年度の鳥取市一般会計予算の

うち、繰越明許費に係る予算を６年度に繰り越しましたので報告を行います。これは各課ごと

に説明を行います。まず、学校維持補修費小学校・通常でございます。繰越額は 1,136 万 1,000

円。財源内訳は地方債 850 万円、一般財源 286 万 1,000 円でございます。これは令和７年度２
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月の委員会でも御説明いたしましたとおり、国府東小学校の空調更新に係る費用でございます。

国府東小学校は多目的室などのエアコンが昨年末に調子が悪くなりまして、修繕が難しく機器

更新が必要になったので、２月補正予算成立後に適正工期を確保するため、繰越しを行ったも

のでございます。今後、速やかに事業に着手し、今年度の８月末までに設置を完了いたします。

以上です。 

◆石田憲太郎委員長 佐々木課長。 

○佐々木孝文文化財課長 その下段、重要文化財仁風閣保存整備事業費でございます。翌年度繰

越額は 5,794 万 8,000 円、収入の特定財源は国庫支出金が 3,571 万 8,000 円、地方債が 1,950

万円、一般財源が 273 万円でございます。これは入札にかなり苦労したっていう点、報告させ

ていただいておりますけども、契約締結をいたしましたが、契約締結が予定より大幅に遅れま

したので、その分の補助事業も合わせて繰り越させていただくものであります。 

仁風閣については、現在まだ足場がかかっておりませんが、内部の解体を進めていまして、

状況がかなり分かってまいりましたので、また、破損状況等判明した部分については改めて御

報告させていただきたいと考えております。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 浜田課長。 

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 ではその次、一番下ですが、佐治アストロパーク運営管理

費（令和５年台風７号災害対応）でございます。予算額 2,401 万 8,000 円のうち、繰越額は 2,200

万 6,000 円です。財源内訳は災害復旧事業債が 2,200 万円、残りが一般財源となっております。

こちらは令和５年８月の台風７号による佐治アストロパーク敷地の法面の復旧工事に要する経

費でございまして、工事材料の調達に不測の日数を要したため、繰越ししたものでございます。

以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。それでは委員の皆様から質疑、御意見などござい

ますでしょうか。中山副委員長。 

◆中山明保副委員長 中山です。アストロパークの件なんですけれども、委員長と３月にいろい

ろ相談もいただいたこともあるんですが、今後のことについてもうちょっと詳しく御説明いた

だきたいと思います。 

◆石田憲太郎委員長 浜田課長。

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 現在工事のほうは予定どおりといいますか、進んでおりま

して、完成が７月末の予定になっております。

◆石田憲太郎委員長 中山副委員長。 

◆中山明保副委員長 ゴールデンウィークにお客さんが大変期待できるというようなことを実は

聞いておりまして、そういうところで早めにということもあったんですが、これから指定管理

者の方がどういう形でやって、今後どういうふうに運営されていいくか、見通しはどうなのか

ということが分かればお願いします。

◆石田憲太郎委員長 浜田課長。

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 それは、災害復旧のコスモスの館の件についてでしょうか。

◆石田憲太郎委員長 中山副委員長。 
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◆中山明保副委員長 私がどうも理解できてなかったかも分かりません。この件については、僕

が質問していたところは佐治アストロパークの件で、これは違うんですか。これは補正という

か報告だから。失礼しました。また別件です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。金田委員。 

◆金田靖典委員 金田です。よろしくお願いします。今の佐治アストロパークの上段の国府東小

学校の空調施設です。それが８月ぐらいにと言っておられたんですけども、この更新工事の対

象は全教室のうちの何教室なんかというのを教えてください。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 更新の対象となっている部屋について説明させていただきます。

校長室と職員室、保健室、それと多目的室の４室でございます。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 子どもたちが直接関わるところではなく、むしろ職員、管理棟関係ということ

ですね。工事８月までには終了したいということですけども、もう６月なのにこんな暑さです

んで、できるだけ早くしてほしいと思います。よろしくお願いします。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 教育総務山名です。できるだけ早く設置のほうは努めていきた

いと思います。ただ、今回の故障がこの部屋全部一旦エアコンをつけることはできないですけ

ども、ちょっと工夫をすると個別につけたりとかっていうのができることがありますので、そ

ういったことで対応しながら児童生徒が使う際には熱くならないように対応はしていき、８月

末までには設置を完了したいと思っております。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。それではないようでございます。 

報告第 11号放棄した債権の報告について 

◆石田憲太郎委員長 次に報告第 11 号放棄した債権の報告についてのうち、所管に属する部分の

御報告をお願いします。蔵増課長。 

○蔵増 彩学校保健給食課長 学校保健給食課の蔵増です。それでは報告第 11号放棄した債権に

ついて、本委員会に属する部分について報告をさせていただきます。配布資料の令和７年６月

定例市議会文教経済委員会附議案等説明資料２の６ページから９ページで説明いたします。ま

ず、６ページを御覧ください。これは学校給食費、指定補助教材費及び日本スポーツ振興セン

ター災害共済掛金の債権放棄についての報告です。このたび、鳥取市債権管理に関する条例第

７条第１項第４号の規定により鳥取市の債権を放棄しましたので同条第２項の規定により報告

するものです。所管する債権の担当課は学校給食費と日本スポーツ振興センター災害共済掛金

が学校保健給食課、指定補助教材費が学校教育課となっておりますが、平成 30年度に３つの債

権を公会計化したことに伴い、まとめて保護者より徴収しておりますので一括して私のほうよ

り説明させていただきます。 

まず、１の放棄する債権についてです。放棄する債権につきましては学校給食費、指定補助

教材費及び日本スポーツ振興センター災害共済掛金の３つの債権です。債権の種類としまして
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は、私債権になります。時効期間は民法の適用を受け５年間となります。

次に債権を放棄する内容につきましては２に記載のとおり、学校給食費と日本スポーツ振興

センター災害共済掛金を令和７年３月 27 日、指定補助教材費を同月 28 日にそれぞれ債権放棄

を行いました。これらはいずれも相手方が破産されたことにより、支払い義務がなくなったこ

とから裁判などの法的手続によっても回収ができないことにより、やむを得ず債権を放棄する

ものです。その具体的な内容につきましては７ページ以降になります。 

まず、７ページの学校給食費につきまして５件、５名の破産により合計 40万 909 円、指定補

助教材費につきましては８ページ、５件、５名の破産により 18 万 5,465 円、日本スポーツ振興

センター災害共済掛金につきましては 9ページ、２件、２名の破産により合計 3,128 円となっ

ています。放棄した債権の報告は以上です。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。それでは委員の皆様から質疑、御意見などござい

ますか。ないようであります。 

  その他の報告 

  鳥取市教育大綱・教育振興基本計画の策定について 

◆石田憲太郎委員長 続きまして、その他の報告に入ります。鳥取市教育大綱・教育振興基本計

画の策定についての御報告をお願いします。山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 教育総務課山名です。それでは鳥取市教育大綱・教育振興基本

計画の策定について報告させていただきます。資料 10ページをお開きください。こちらに策定

の考え方と本校のスケジュールについて掲載しております。まず、趣旨ですけども、令和３年

４月に策定しました第２期鳥取市の教育等の振興に関する大綱及び第２期鳥取市教育振興基本

計画が本年度をもって計画期間を終了することから、現在策定作業中の第２次鳥取市総合計画、

これを踏まえた新たな教育大綱及び教育振興基本計画を令和７年度中に策定を行います。 

策定の方針として急激な人口減少と少子高齢化、急速に進展するデジタル社会への対応、激

甚化する自然災害への備えなど、教育を取り巻く環境は大きく変化をしております。このよう

な将来の予測が困難な時代において持続可能な社会を維持・発展させていく力、多様な個人そ

れぞれの幸せや生きがいを地域や社会の一員としても感じられる望む未来を創造する力、これ

を持つことの重要性が高まっています。こうした状況において新たな教育大綱・教育振興基本

計画は国のコンセプト、ここに２つ載せておりますが、持続可能な社会の作り手の育成、もう

１つが日本社会に根差したウェルビーイングの向上、このコンセプト２つを参酌しつつ、本市

の特色を生かした教育行政を推進していくための基本方針と方向性を示すものとして位置づけ

ます。 

計画期間は総合計画との整合性を図るために令和８年度から令和 12 年度までの５年間とい

たします。スケジュールとしては、策定にあたって前回と同様に外部委員、これは学校、ＰＴ

Ａ、社会教育、スポーツ、文化財などの関係者からなる外部委員になりますが、これを設置し

まして、骨子や素案についての意見を聞きながら進めることとしております。以下の記載のス

ケジュールで教育委員会や、あと、総合教育会議、教育委員さんと市長が入る会議での審議を
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重ね市民政策コメントも実施しますとともに、文教教育委員会でも随時、報告をさせていただ

きたいと思います。そして、最終的に３月の教育委員会で承認の後、策定・公表をいたします。

このようなスケジュールで進めてまいりますので御報告させていただきます。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。委員の皆様から質疑、御意見などございますか。

柳委員。 

◆柳 大地委員 昨年、一般質問でも出させてもらったように、僕、この教育大綱を非常に重視

していまして、ここがずれてしまうと多分次の５年間、またいろいろずれちゃうなと思います。

いいものをつくっていきたいという思いがあるので、その上で２点質問させていただきます。

まず、１点目ですが、この教育大綱、これは誰に向けて書くものでしょうか、誰が読むという

ことを想定してつくるのでしょうか。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 教育総務山名です。この大綱と基本計画については、鳥取市教

育委員会の組織大綱にあり、組織体制にもありますように、学校教育、社会教育、スポーツ、

文化財、これらを網羅した計画となりますので各分野の関係者が、その教育を推進する上での

指針となるものとして策定するものと考えております。 

◆石田憲太郎委員長 柳委員。 

◆柳 大地委員 もう１点ですが、教育大綱を新しくするというところで前回の教育大綱の振り

返りというのがすごく大切だと思うんですけど、前回の教育大綱をどのように捉えていますで

しょうか。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 現計画は令和７年度までなんですけども、それぞれの各種個別

事業に目標数値を定めましてその進捗度を図っております。本年５月の定例教育委員会でその

状況について報告し、ホームページに公開しておるところですが、かいつまんで説明をさせて

いただきますと、進捗度合いをＡ、これが 100％達成、これが６事業。70％達成がＢ、これが

22 事業。Ｃの 70％未満が７事業でございました。主なものを上げさせていただきますと、Ａ評

価でありましたのは例えば日本語指導のための個別指導計画の策定割合とか、家庭や地域との

連携を図っている学校の割合、週１日以上スポーツに取り組んでいる人の割合、こういったも

のがＡ評価でありました。 

また、Ｃ評価の 70％未満のもの主なものを上げますと、例えば不登校児童が学校以外の地域

人材の支援につながっている割合であるとか、あとは学校の在り方を考える組織の立ち上げと

か、学校給食の完食率、市民体育祭への参加地区数、こういったことが 70％には達していなか

ったといったことでありますが、こういったことは次の計画でもしっかりカバーして盛り込ん

でいきたいなと考えております。 

◆石田憲太郎委員長 柳委員。 

◆柳 大地委員 今２つの回答を踏まえてなんですけど、大きなビジョンやコンセプトになると

思います。先ほど課長さん言われたように、関係者みんながこれを共有するということに僕は

すごく価値があると思っています。例えば今回は、学習指導要領の改訂のほうも国のほうで進
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んでいます。もうとにかく、主体性っていうのがやっぱりかなりキーワードになる。前が生き

る力というのが一時期はやったように、もうとにかく主体性に尽きるというのが恐らく今回の

改訂の肝だと思います。となると、この主体性を進めるこの当事者たちというのが読んだり理

解するというのが、僕はすごく大切だと思っていて、ここでいう当事者といのは、もちろん市

民もそうですし、学校においては多分生徒たちなんです。そして、生徒たちがこの教育大綱を

読むとか、理解するという、僕はそこに結構、教育大綱の価値があると思っていて、これもう

はっきり言うと、議会向けというものはやめたほうがいいと思います。要は、誰が読むか分か

らないというか、誰も読みたいと思わないものをつくらない。とにかく生徒たちも読みたいと

思うものを、生徒がこういうものを読んで理解できるか。そこをどう捉えているかっていうこ

とが、僕はかなり重要だと思います。子どもたちはこんなの読んでも分からないという前提で

つくると、恐らく誰も読まないものになるだろうなと思います。小学生、中学生も高校生も理

解できます。なので、そこにも分かるようにやっぱり意識してつくるというのが今回、大切じ

ゃないかなと思います。 

あと、もう１点が、２点目の質問のどう捉えているかというところで、確かに課長さん言わ

れているように目標数値を達成するというところは、すごくちゃんとできていると思います。

けれど、そもそも目標値の設定が合っているかどうかという検証が、僕がすごく弱いように感

じていて、明らかに前回の教育大綱で言えば、目標設定がいろいろ間違っていると思っていま

す。そこの目標設定というところが本当にこの目標設定でよかったのか。これはＡだったら良

いとか、Ｃだったら良くないということよりも、この課題設定が本当でこれでいいのかという

ところをぜひもう一回、検討していただけたらと思います。 

あと最後ですけど、この前回の教育大綱、基本理念が僕も何十回も、何百回も読みましたけ

ど、結局最後までよく分からないものでした。何かぽいことは書いてあるんですけど、結局何

か分からない基本理念を掲げると全てが崩れてしまうと思うので、基本理念は明確に、こうい

う子どもたちを育てるんだと、こういう教育体制をつくるんだというのが、誰が読んでも分か

るようなものをぜひ今後つくっていただきたいなと思います。最後、意見です。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。

○山名常裕次長兼教育総務課長 ありがとうございます。先ほどいただいた意見につきまして、

１つ目の点につきましても、市民目線でも分かりやすい企画策定には当然進めたいと思います。

また、子どもにもそれは具体的な施策までは共有するには難しいかもしれませんけども、その

理念的な部分でもどういったことが共有できるのかということは、外部委員の検討の場とかで

も検討はしていきたいなと思っています。 

また、次期計画での目標数値の立て方につきましても、検証ができるような目標設定には努

めていきたいと考えております。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 説明をお聞きしたわけだけど、この策定の方針で、その急激な人口減少と少子

高齢化、急速に進展するデジタル化とか、激甚かつ自然災害、これは何も令和３年当時と状況

的には、私はそんな変化はないと思うんだけども、その後段に教育を取り巻く環境を大きく変
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化しています、こういうくだりになっておるんですよね。何が今までの教育を取り巻く環境と

何が具体的に大きく変化をしておるんですか。まず、そこからお聞きします。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 ここの方針の上段のところに記載しておりますのは、日本全国

でのここ最近の状況でございます。これも教育に影響を及ぼしているという部分で記載はさし

ていただいているところですけども、今回、その大きく策定に当たって影響してくるものとい

うのは、やはりこの文科省が示しているこの２つのコンセプトになるかと思います。持続可能

な社会の創り手の育成、これは、つまり人口減少が進んでいく中で持続可能な社会をつくって

いく人材をこれからどんどんつくっていかないといけないというのが１つ大きくあるかと思い

ます。ですので、人口減少や少子高齢化というのは、教育にも大きく影響してくるものだと考

えております。 

また、もう１つの日本社会に根差したウェルビーイングの向上というところにもありますよ

うに、多様な個人のそれぞれの幸せや生きがい、こういったことを地域や社会の一員としても

感じられる。こういったことがないと、先ほど前段で申し上げましたような持続可能な社会の

創り手ということにもつながってこない、これは２つの大きな関係性があるかと思います。こ

ういった要素を踏まえながら、これから人口減少社会を迎えていく中で自らが社会の創り手と

なっていくという人材をつくっていく、そのための教育をどう進めていくのかというところが

大きなポイントになってくるかと考えております。 

◆石田憲太郎委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 柳委員の質問と若干ダブる点があるかも分からんけれども、現行の教育大綱及

び教育振興計画と新たにつくられようとしておる教育大綱、あるいは教育振興計画、大きくど

ういったことが具体的にどのように違っていくのか。そこら辺り、もし、分かれば教えてくだ

さい。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 今後、検討を進めていく段階ではありますので、今の段階でこ

こが大きく変わるというとこははっきり申し上げることができませんけども、先ほど申し上げ

ましたような国のコンセプトですね、これを参酌するというところが大きな影響が出てくると

かと思います。ですので、そういった持続可能な社会の創り手といったところ、主体性とか、

リーダーシップ、あとは創造力、課題設定、解決能力、そういったこととかをどう育成してい

くのか、これは学校教育にも限らず、社会教育とかでも関係もしてくるかもしれませんけども、

そういった視点、盛り込んだものが必要になってくるのではないかと考えております。いずれ

にしましても、外部委員会や、あと、総合教育会議、そういった場で議論を深めてまいりたい

と考えております。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。金田委員。 

◆金田靖典委員 国からの２つのコンセプトということで、この２つ柱が上げてあるんですけど

もね、持続可能な社会の創り手の育成では主体性リーダー、先ほど説明があったように、いか

に社会をつくっていくのかというのが主体的な１つのコンセプト、これは分からないでもない
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んですけども、ところが、今、少子化が進む中で、一方では学校への不適応児はだんだん増え

ている。という中で、学校全体、子ども取り巻く教育というものを考えると、その主体性やリ

ーダーシップだけがここで強調されるのはいかがなものかなというのが１つ問題と、もう１つ

は、日本社会に根差したウェルビーイングって書いてありますね。ウェルビーイングというの

はＷＨＯが何年か前に確か提唱したような言葉だったと思うんですけども、日本社会で目指す

とウェルビーイングって具体的に何ですか。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 教育総務課山名でございます。日本社会のそういった社会地域

とのつながりであるとか、そういった社会行動上のところでの表現になっているのかと思いま

すけども、世界全体の中で見て日本の文化を踏まえた上でのウェルビーイング、つまり幸福感

や地域でのつながりや協働性、あと、利他性とかいう言葉も書かれていますけども、多様性の

理解、そういったことを日本の社会の文化の中で、どう育てていくかというところの捉え方で

はないかなと思います。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 結局よく分かりませんけど、ポジティブシンキングというようなところから、

このウェルビーイングという考え方も出てくるんだろうと。ただ、幸福感ってね、民族性もあ

れば、地域性もあれば、風土性もあり、いろいろな要素の中でそれぞれが持つ幸福感ってある

んだと思うんですね。だから、そういう面ではこの一くくりしたウェルビーイングっていう形

で一まとめにしてしまうのはいかがなものかなと。本来、教育が何を目指すべきなのかという

こと、子どもたちにとって何が幸福なのかというところの子どもからの視点、そういう意味で

の築き上げというのをぜひとも、これから検討に入っていかれるわけでしょうから、そういう

視点をぜひとも持ちながら計画をつくっていただければと思います。よろしくお願いします。

以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。 

民間スイミングスクールを活用した水泳事業のモデル校実施について 

◆石田憲太郎委員長 それでは次に民間スイミングスクールを活用した水泳事業のモデル校実施

についての御報告をお願いします。山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 それでは民間スイミングスクールを活用した水泳事業のモデル

事業の実施について、資料の 11 ページを御覧ください。まず、現状について触れさせていただ

きますと、公共施設の老朽化が全国共通の課題として上がる中で、学校プール施設についても

同様に老朽化が進んでおります。改修の際には多額の費用と時間が必要となります。また、気

候変動により夏場は猛暑日となることが多く、安全上、水泳事業を中止することもあります。

さらにプールを安全に使用するために、点検・清掃など学校職員による水質管理の対応も課題

として上げられます。そのため教育委員会では民間スイミングスクールの活用を検討をしてい

るところでございます。 

民間スイミングスクールの活用のポイントとしましては、屋内プールでありますので、室温
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や水温を調節できますし、季節を問わず天候に左右されず利用できることや、水泳のインスト

ラクターによる指導を受けることができると、こういったメリットがございます。そして、モ

デル校の実施概要についてですが、令和７年度は３校で実施をいたします。貸切りバス利用に

よる移動時間など考慮した３つの民間施設を利用します。具体的にはその下の表のとおりでご

ざいまして、１つ目が富桑小学校、これがサンフィッシュスイミングスクール鳥取、２つ目が

用瀬小学校、智頭温水プール、これがＮＳＩリプルスイミングスクールでございます。３つ目

が福部未来学園で鳥取市福部ほっとスイミングプールでございます。この３校と３施設で実施

します。授業時間は２コマ使用しまして、年間４回から５回、１回当たり 60 分程度の水泳授業

を確保をして行います。教員は補助や監視を行い、スイミングスクールのインストラクターが

水泳指導を行う体制で行います。今後につきましては、学校プール施設のあり方に関する検討

委員会、これは学識経験者や小中ＰＴＡ・教員・行政で構成されますが、この委員会におきま

して、このたびのモデル事業の結果を分析し、将来のプール施設の在り方について研究を進め、

令和７年度末に基本方針を定めることとしております。令和８年度以降は、基本方針に沿って

水泳授業を実施する方向性でございます。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。それでは委員の皆様から質疑、意見などございま

すでしょうか。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 細かい内容ちょっと聞くようですけども、モデル事業の実施概要であるんだけ

ども、③ですよね、例えば授業時間２コマ使用し、年間４から５回、１回当たり 60程度の水泳

授業を確保します。現行は年間水泳授業の時間数はどれぐらいなんですか。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 申し訳ありません。現行の時間数はちょっと調べさせていただ

きたいと思いますので、また改めて報告させていただきます。 

◆石田憲太郎委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 というのがね、この方式を取り入れることによって現行の水泳授業の時間数を

下回るようなことがあっちゃあならんですよね。仮に下回るんであれば、その足らない部分っ

ていうのはどういう補いをされようとしていくのか、そういう疑問が湧くわけですよ。ですか

ら、現行の水泳授業の時間をお尋ねしたんですけども、そういった問題が私はあると思ってい

ます。今後についてはここにも書いてあるように、じゃあ、一体全体、将来現行の学校プール

がどうなっていくのかっていう素朴な疑問が湧くわけですよね。確かに民間施設がある周辺の

学校についてはいいかも分からんけれども、しかし、例えば合併町村の学校だとかね、という

ことになると、施設は老朽化していくわ、そういうことになると当然新たに建設をするという

ことになるんでありましょうけど、その辺がこの有識者の検討委員会で充分検討はされると思

うんだけども、将来、学校のプールというのは、どういうことになっていくのかという素朴な

疑問が湧いたもんですから、もし分かる範囲で分かれば教えてください。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 教育総務山名でございます。プールの全体の時間数、ちょっと

先ほど申し上げることはできませんでしたけども、各校、この３校でモデル事業を実施するに
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当たって工夫をした箇所と言えば、移動時間と、あと、授業の時間、それと帰りの移動時間っ

ていうのがあるわけです。そういった時間のロスがどうしても生じてしまうんですけども、水

泳時間を 60 分ということで２つ組み合わせてやることによって、その全体の時間数から言えば、

水泳をプールで行っていたときと同等の時間数が取れるようには、調整はしていただいている

ところです。ですので、時間は大体 60分ぐらいを見ています。あともう１つは、移動時間がど

うしてもかかります。ですので、民間スイミングスクールが学校の 15分程度ぐらいのところ、

バスで移動して 15分ぐらいのところにあるとか、そういったのがもう１つ条件になってくるか

と思います。ですので、学校、これからモデル事業を実施する民間スイミングスクールとの連

携を行う、授業を行う場合は、その学校のプールの老朽化具合である、あともう１つは、近隣

に利用できる民間のプールがあるか、そういったところも検証のポイントになってくるかと思

いますので、検討委員会のほうでそういった点もしっかりと踏まえながら検討を進めていきた

いと考えております。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。金田委員。 

◆金田靖典委員 先ほどの続きみたいなんですけども、移動が 15分ということになるとね、そん

なに対象の学校自体は広がらない、福部ですから多分福部しか使えれない。それから智頭とい

うことになると、用瀬ぐらいがせいぜいだし。あとは富桑がね、サンフィッシュのところです。

ここはいずれも水泳スクールのバスを持っておられますから、多分それを活用されてという考

え方なんでしょうけども、じゃあ、これが全体的に全市に広がるかっていうと、先ほど懸念さ

れておったように、周辺部はもちろんとてもそこにたどり着けない。それから、ここはスイミ

ングスクールですから、当然インストラクターがおられたから、多分先生が引率で行けばあと

はインストラクターが受けてもいただけるということの、人的な配置のことも検討されたんだ

ろうと思うんです。 

これが全市的になるのかって言うと、それは非常に物理的に無理じゃないかと思うんですよ

ね。富桑と用瀬と福部が、今、老朽化でもうどうにも使えないっていうわけじゃないじゃない

ですか。たまたまスイミングスクールがあるからここを対象にしたわけですから、むしろもっ

と大変なのは、今、老朽化の問題がね、どう建設・改修していくんだということのほうが多分

急がれるんじゃないかと思うんです。その辺はもう少し、何かこれを見とるとね、今、小学校

は、小体連の水泳大会ってなくなったんですね。何か数年前からもうなくなった、数年ですか、

最近ですかね、だから前ほどね、夏休み前からみんなが一生懸命水泳大会に向かって毎日、毎

日練習しとったような風景を僕ら古いですから思いつくんです、そういうのがあんまりないの

かなと思いながら。 

生きていくためには、水泳の力を身につけるっていうのは大事なことなんですけども、その

辺りもう少し整理しとかんと、何かスイミングスクールで民間に移行にしてしまって何か学校

の水泳授業なくなるというふうな方向とはちょっと違うんじゃないかなっていうような気がす

るんですね。だから、その辺はきちっと見極めをしながら、やっていかんとちょっと混乱が起

こるんではないかなというふうな思いをします。都会なんかでももっと近いところにいっぱい

スイミングスクールがあって、そこを使ってやってるところはあるけども、やっぱり小学校で
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きちっと基礎的なことは教えてやりたいっていうことで、中学校はもう学習指導要領で明確に

はどうも水泳はやればいいよみたいな方向になってるみたいですから、小学校としてきちっと

そういう身につける技術としては必要なんでしょうけども、その辺りは少し整理してかからん

とちょっと混乱が起こるのかなというふうに懸念しておりますので、これは要望です。よろし

くお願いします。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。それではないようでありますので、次に移ります。 

逢坂小学校の浜村小学校への先行編入等について 

◆石田憲太郎委員長 次に逢坂小学校の浜村小学校への先行編入等についての御報告をお願いし

ます。岡部校区審議室長。 

○岡部孝志教育総務課校区審議室長 校区審議室岡部です。それでは逢坂小学校の浜村小学区へ

の先行編入について説明させていただきます。資料 12ページを御覧ください。御報告させてい

ただく内容といたしましては、資料中の上段、報告事項にありますように、気高にある逢坂小

学校の浜村小学校への先行編入の時期を令和８年４月とする基本方針を決定し、具体的な事務

調整を進めているということを報告するものです。これまでのこの経過概要につきましては、

資料中の経過概要に記載しております。主だった内容といたしましては、令和５年４月に気高

地域４校の小学校を１つの小学校として新設統合するということが決定いたしました。その後、

令和６年 12月に逢坂むらづくり協議会が先行編入に関する要望書を提出されました。その後、

令和７年４月ですけれども、学校と保護者・地域等において令和８年４月に編入を望むという

意向を確認しました。これを受け、令和７年５月に第１回逢坂小学校先行編入検討部会、ある

いは第３回気高地域学校統合準備委員会を開催いたしまして、先行編入等について説明等を実

施させていただきました。 

その結果、編入時期を令和８年４月として具体的な事務調整を進めていっても問題ないとい

うこと確認いたしまして、ということがございます。以上のような経過を踏まえた上で令和７

年５月定例教育委員会においても先行編入の時期を令和８年４月っていうふうな形で決定をす

るような形になったものでございます。 

続きまして今後の主な調整項目につきましては資料中の左下、今後の主な調整項目等に記載

してありますように、１から４の項目を想定しているところです。具体例としましては通学路

の方法、通学路、あとは放課後児童クラブ、放課後こども教室、あと、ＰＴＡ組織活動につい

てということが項目としてはあるのかなというふうに思っているところです。 

続きまして資料右下にある気高地域全体の新設統合小学校の整備についても、若干説明させ

ていただきます。現在、気高地域統合準備委員会においては、基本構想・基本方針の協議を進

めているところでございます。令和７年４月以降につきましては、次の段階として基本設計・

実施設計に移行していきたいと考えているところです。用地買収等つきましては、徐々に進め

ているという状況でございますし、そういったこともありまして、令和 13年４月開校に向けて

様々な調整や協議を進めているという現状であります。以上、現状についての説明でございま

した。 
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◆石田憲太郎委員長 御報告をいただきました。それでは委員の皆様から質疑、御意見などござ

いますでしょうか。金田委員。 

◆金田靖典委員 もともとここの小学校の統合問題は逢坂小学校が非常に子どもさんがすくなく

なったっていうところから、もう十数年前に要望が上がってきたことからの統合問題なんです

けども、開校までにぜひともということで地元のほうでこういう形で上がってきたんですけど

も、交通政策課のほうが、このたび補正でマイクロバスを１台購入するというふうなことで、

その準備だろうなとは思っていますけども、ただ、町なかを、町なかというのはおかしいです

ね、街なかを走ると御存じのように非常に狭小な道ですので交通路をどう確保するのかとか、

それからその辺りでは地元との協議をしっかりされて、子どもの通学に安全な方法とそれから

何よりも朝晩のバスが、普段は 10人乗りのボックスカーしか走っていませんからね。その辺で

は大型のバスになるということになれば、マイクロということになれば交通路も含めて充分な

協議検討、１年先だということですので、現場との話をしっかりしていただければというふう

に思います。特に質問はいいです。要望で。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。中山副委員長。 

◆中山明保副委員長 中山です。逢坂小学校の編入ということなんですが、私は建物のほうです

ね、逢坂小学校が、校舎のほうが来年の４月以降の活用について経済観光部等々と情報共有と

いいましょうか、そういうことをされているのか、今後のところを教えてください。 

◆石田憲太郎委員長 岡部室長。 

○岡部孝志教育総務課校区審議室長 校区審議室の岡部です。逢坂小学校の今後についてという

ところですけれども、これにつきまして、資産活用推進課というところがございますけれども、

そういったところで、市の資産をどう活用していくかということも、全市的なもので検討して

いくところはありますので、そういったところとも調整しながら、あと、いろいろな課がいろ

いろな思いを持っておられるところがありますので、そこら辺もちょっと情報も共有させてい

ただきながら、市として一番いい方法、あるいは地域としても一番いい方法が何かということ

を、また検討していくということはさせていただく必要があるのかなというふうに認識してお

ります。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。 

新給食センター整備の工期延長及び工事発注方法等について 

◆石田憲太郎委員長 それでは次に新給食センター整備の工期延長及び工事発注方法等について

の御報告をお願いいたします。蔵増課長。 

○蔵増 彩学校保健給食課長 学校保健給食課蔵増です。私からは給食センター整備の工期延長

及び工事発注方法について報告させていただきます。資料の 13 ページを御覧ください。給食セ

ンター整備につきまして現在６月末完了の実施設計を進めているところです。この工期につき

まして令和６年３月にモデルプランを作成しまして、施設の配置や規模感を踏まえまして整備

期間を 18か月としておりましたが、その後、軟弱地盤に対する地盤工事が必要であること、ま

た、社会情勢等踏まえまして令和７年２月に地元業者へのヒヤリングを行い、資機材物資の手
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配状況等を勘案しまして工期を 21か月に延長したいと考えております。 

工期終了後のスケジュールとしましては、年内には建物の引渡しを受け、年明けから細かい

備品等を設置した上で調理や配送等の動線確認を行いたいと考えております。給食開始日につ

きまして当初令和９年９月の夏休み明けの予定としておりましたが、工期延長に伴いまして令

和 10年４月に変更させていただきたいと考えております。また、工事につきましては、地元業

者へ発注することとしておりまして、その発注方法につきまして各業界から要望をいただいて

おります。これらの要望を踏まえまして、現時点で建築、電気、機械と厨房機器、昇降機の４

つに分割することを考えております。そして多くの市内業者の方に関わっていただけるよう、

運用基準を考慮した上でＪＶ共同企業体構成員数に配慮し入札をしたいと考えております。な

お、現在、実施設計中のため、特に大きな工事となる機械設備工事につきましては分割して発

注するかどうかも含めまして引き続き発注方法について検討していくこととしております。 

今後のスケジュールとしましては６月末に実施設計が完了予定ですので、９月中旬には公告

し、11月に入札、12 月議会で議決をいただいた上で契約締結をしたいと考えております。説明

は以上です。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。それでは委員の皆様から質疑、御意見等ございま

すか。金田委員。 

◆金田靖典委員 白兎設計だということで、去年報告はいただいておりますけども、最終的に、

３番のところの発注方法に関する各業界からの要望と聞かれているんですけれども、これを最

終的にどういう形にするのかっていうのは、どこがこれは決めるんですかね。 

◆石田憲太郎委員長 蔵増課長。 

○蔵増 彩学校保健給食課 学校保健給食課蔵増です。最終的に決めるというのは、鳥取市のほ

うで要望は踏まえまして、どういうふうな発注をしていくかは鳥取市として決めていきたいと

考えております。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 そりゃあ鳥取市なんですよ。鳥取市のどこが決めるのかって聞いてる。 

◆石田憲太郎委員長 蔵増課長。 

○蔵増 彩学校保健給食課 学校保健給食課蔵増です。発注は建築住宅課のほうになりますので、

そちらのほうで考えていただきます。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 じゃあ、そういう要望まとめた上で建築課のほうでどういう入札方法取るのか

というのは、最終的にはそこが決定するの。 

◆石田憲太郎委員長 蔵増課長。 

○蔵増 彩学校保健給食課 学校保健給食課蔵増です。建築住宅課と学校保健給食課のほうで調

整しながら決めていく予定です。すみません。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 分かりました。ここ一番大きなのがね、厨房機器と機械設備が、これが心臓部、

言えばね。ですから、その辺りがいかに地元の業者に伝わっていくのかっていうのは、結果的
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には入札で誰が取るかによるんでしょうけども、その辺りではしっかり地元のほうに動くよう

な形での協議対応していただければというふうに思います。はい。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。中山副委員長。 

◆中山明保副委員長 すみません。中山です。半年延びるということなんですが、これによって

影響は何かあるとか、その間の現施設等のこととか、その辺の影響っていうのは、どの程度あ

るのかないのか、お伺いします。 

◆石田憲太郎委員長 蔵増課長。 

○蔵増 彩学校保健給食課長 学校保健給食課蔵増です。給食の開始が新センターでは半年延び

るということですので、それまでは現センターで対応していかないといけないんですが、今の

センターにつきましては、優先度の高いところから順次修繕等を行いながら日々の給食提供に

支障がないようにしていきたいと考えています。また、工期が延びたことにより工事費が増え

ることが見込めますが、それも含めて当初予算の範囲内で発注することを考えております。以

上です。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 今の予測での総事業費っていうのはお幾らでしたっけ。 

◆石田憲太郎委員長 蔵増課長。 

○蔵増 彩学校保健給食課長 学校保健給食課蔵増です。46 億円の予定です。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。 

令和の万葉大茶会 2025 飛鳥・万博大会について 

◆石田憲太郎委員長 それでは次に移ります。令和の万葉大茶会 2025 飛鳥・万博大会についての

御報告をお願いいたします。佐々木課長。 

○佐々木孝文文化財課長 文化財課佐々木でございます。資料のほうは次の 14ページ御覧くださ

い。申し訳ありません、打ち間違いがそのまま、修正が間に合わなくて残ってしまいまして、

下から３行目なんですけれども、る雪のいたしけとなっていますが、いやしけですので、たを

やにちょっと直していただければと思います。ちょうど画竜点睛のところを間違えていて申し

訳ございません。令和の万葉大茶会 2025 飛鳥・万博大会について報告させていただきます。こ

の事業は令和の万葉大茶会と言いまして、新元号令和の典拠となった万葉集梅花の宴を再現す

るものです。梅花の宴は万葉集の編纂者とされる大伴家持が幼少期に父である大伴旅人が赴任

した大宰府で舶来であった梅花を愛でる酒宴として開いたものです。本事業はそれを茶会形式

で再現するものであります。 

大伴家持の読んだ万葉集最後の歌のゆかりの地が鳥取であることと、それにちなんで万葉歴

史館もございますので参加をしておりまして、令和２年に東京都で第１回大会が開催された後、

令和４年 10 月 15・16 日に本市において第３回大会を開催しております。その後、大宰府等で

例年開催しておりまして、例年万葉歴史館の事業として参加をさせていただいおりました。フ

ィナーレとする予定であった令和７年度の飛鳥大会を飛鳥・万博大会として開催することとな

りましたので、本市も参加をするということになりまして、万博の会場での開催となりました。
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これ明日香は、明日香村さんは明日の香の明日香村さんなんですけれども、大会名は古代名の

飛鳥のほう使っているので、こういうことになっております。 

本来、明日香村のほうで最終回ということになっていたんですけれども、たまたまといいま

すか、万博が同時期に開催されているということで、メイン会場のほう万博会場ということに

して、飛鳥会場のほうは翌日エクスカーションで回られるという形で今年度は開催されました。

事業の内容でありますけれども、これ２部構成になっておりまして、令和の万葉大茶会 2025

飛鳥・万博大会というのが第１部ということで、去る令和７年６月６日に開催をされました。

梅花の宴は酒宴でありまして、本来、平安時代まだお茶が伝来してないんですけれども、これ

についてはお茶会形式の再現ということでやっておりまして、例年このように開いております。

主催は令和の万葉大茶会 2025 飛鳥・万博大会実行委員会ということで、これまでの構成自治体

であります東京都の狛江市、富山県高岡市、鳥取県鳥取市、福岡県太宰府市、宮城県多賀城市、

奈良県明日香村ということで参加をしております。こちらのほうに教育委員会としては参加を

しております。 

第２部の令和の万葉フェスティバルというのが同じ日に開催されておりますけれども、これ

は万葉地域のお祭りや郷土芸能などを万博会場で披露するということでありまして、こちらに

ついては経済観光部の観光・ジオパーク推進課のほうが予算を計上して対応をしております。

万葉大茶会の参加内容ですけれども、こちらについては河井教育長のほうに御出席をいただき

まして、万葉衣装を着用して万葉集最後の１首、新しき年の初め初春の今日降る雪のいやしけ

古事という和歌を朗誦していただきまして、本市に関わるＰＲ映像の上映と本市についての御

紹介をしていただいたという形であります。 

次のページのほうに会場の状況等を掲載しております。なお、第１部の様子は明日香村さん

のほうがＹｏｕｔｕｂｅ公式チャンネルで放送されておりますので、こちら御覧いただきまし

たら現地の様子も見ていただけます。ただし、全町版で入っておりますので、鳥取市の参加し

ている部分は１時間過ぎた辺りのところで映像が出てまいります。第１部のほうは会場全体、

万博のアリーナの１つで行われております。第２部のほうではしゃんしゃん傘踊りのほうが披

露されております。そちらも写真掲載のとおりであります。 

この事業を通じ、万葉集地域ということで、万葉集でつながる地域の親睦を深めるとともに、

情報発信に努めさせていただいてきたということですけれども、一応明日香村がフィナーレと

いうことになっておりまして、今年度でこの事業自体は終了ということになっております。御

報告は以上です。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。それでは委員の皆様から質疑、御意見などござい

ますでしょうか。ないようでありますので。 

鳥取市民体育館ネーミングライツ契約の公募について 

◆石田憲太郎委員長 それでは次に鳥取市民体育館ネーミングライツ契約の候補についての御報

告をお願いいたします。浜田課長。 

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課浜田です。資料は 16 ページ、最終ペ
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ージを御覧ください。鳥取市民体育館につきましては、令和５年度のリニューアルオープンに

併せまして鳥取ガス株式会社とネーミングライツ契約をしておりまして、愛称のほうを鳥取市

民体育館エネトピアアリーナとしているところですけども、今年度末で３年間の契約期間が満

了となります。現行の鳥取ガスの選定につきましてですけども、市民体育館の再整備事業の公

募の際に、選定した事業者のほうからネーミングライツを含む提案を受けてのものとなってお

ります。本市といたしましては、施設管理等に係る財源を得ることができますし、市民サービ

スの向上の観点から引き続き市民体育館に係りますネーミングライツ契約を続けていきたいと

考えておりますので、令和８年度からの第２期の契約につきまして改めて公募を行うものでご

ざいます。 

今後のスケジュールですけども、公募に係ります募集条件等の詳細につきましては、今後詰

めていきまして８月下旬から約１か月間公募のほう行いまして 10 月上旬にはネーミングライ

ツ審査委員会において審査・決定する予定としております。また、決定した内容につきまして

は、12 月の議会において文教経済委員会のほうで報告をさせていただきます。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。委員の皆様から質疑、御意見などございますでし

ょうか。中山副委員長。 

◆中山明保副委員長 ネーミングライツってね、毎日僕も市民体育館の前通っているんですけど

も、エネトピアの鳥ガスさんがしとるんだけど、非常に看板的なものが小ちゃく思うんですよ。

私の個人的な意見ですけども、やっぱりネーミングライツをするということになると、鳥取市

民体育館っていうのはでかく見えるんですけども、それくらいのものをあの建物にかっこよく

今度のネーミングライツの契約の方がしたら、もっとこう、350 万でしたっけ、もうちょっと

値を上げてでもしていただくっていうことがお互いにとっても、その看板料がどれくらいかか

るかっていうのも一番問題なんですけども、その辺もちょっと相手さんっていうか、希望者の

方と相談するっていうこともできるのかできんのか分かりませんけど、そういうこといようっ

たら、というものがこの前もうちの会派で視察に行きましてシャボン玉でしたかいな、もう、

やっぱり看板でかいの、やっとんさったんで、シャボン玉のことでね。ですから、そういうこ

とも含めて検討されたらお互いがいいんじゃないかなというふうに思います。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 浜田課長。 

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課浜田です。おっしゃるように今現在

鳥取市民体育館のあそこのロゴのところには鳥取市民体育館としか大きくは書かれておりませ

んが、実は契約上、工事費といいますか、それをつける経費につきましては、相手方が持つと

いう形になっております。ただ、協議につきましては、業者ですね、協議はできますので、こ

ちらからの要望としてかけていくことは可能と考えております。 

◆石田憲太郎委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ちょっと教えてほしいんだけども、この契約金額、例えば県が例の布勢の陸上

競技場、総合運動公園か、ヤマタだし、それからとりぎん文化会館は鳥取銀行と、そこら辺り

の契約金額っていうのは、把握はしとられますか。というのが、その契約金額っていうのは、

どういう形で決められていくのかちょっとよく分からんのですけども、問題は契約金額が妥当



文教経済委員会（令和７年６月 17日） 

23 

性があるのかないのかの検証はどういう形でするんですか、じゃあ。ちょっとその辺の経過も

含めて教えてください。 

◆石田憲太郎委員長 浜田課長。

○浜田哲弘生涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課浜田です。金額の経過につきまして

は、募集をかける際に、何百万円以上とかっていうざっくりとした、例えば何年から何年まで

とかっていう想定で募集をかけまして、そちらに手を挙げてこられる企業様がどこまで取るた

めに金額を上げてくるかというようなことも影響が出てきます。市としては、基本一番高い金

額の提示があるようなところに決定するというような形で経過としてはなっております。当然

周りの近隣の状況ですとか、他県の同じような水準の施設につきましてもリサーチもかけて募

集にかかる際の想定といいますか、設定は今後していきたいと考えておるところでございます。 

◆石田憲太郎委員長 長坂委員。 

◆長坂則翁委員 何社応募があったんですか、そのガス以外に。 

◆石田憲太郎委員長 浜田課長。 

○浜田哲弘涯学習・スポーツ課長 生涯学習・スポーツ課浜田です。今回の鳥取市民体育館につ

きましては、いわゆる公募ではなくて、事業者提案という形で決まりましたので、１社といい

ますか、この鳥取ガスさん指定という形で決定しております。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 大きさのことで意見が出ましたんで、僕なりにも意見を言わさせていただきま

す。エネトピアぐらいなら、それでもそんなに違和感ないなと思いながら見るんですけども、

倉吉未来中心の、これはひどいネーミングがついてますね、人の名前ですから、勝手にとやか

く言われませんけども、その辺ではしっかり落札、入札っていうことになれば、本人がどうい

う看板使うかはその落札者の権限でしょうけども、その辺りは熟慮いただければというふうに

思います。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかございますか。それではないようでありますので、以上で言教育

委員会の、山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 １点、長坂議員さんの質問で回答ができてないものがございま

したので、プールの小学校・中学校の年間の授業時間について数字のほう報告させていただき

ます。学校によってまちまちでございますので、小学校と中学校で平均の時間で申し上げます。

小学校が年間約平均 11時間、それで中学校が年間約８時間、これが大体、水泳の時間でござい

ます。それで民間プール利用ではこれと同等の時間が確保されるよう調整して取り組んでいる

ところでございます。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 長坂委員、よろしいですか。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 ということは、現行よりも時間数としては落ちるわけですね。そういうことで

すよね。 

◆石田憲太郎委員長 山名次長。 

○山名常裕次長兼教育総務課長 トータルの時間数では同等の時間が確保できるように調整を行

うところでございます。それからモデル事業のほうでは同等の時間が確保できるように行う予
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定です。 

◆石田憲太郎委員長 いいですか。それでは以上で教育委員会の審査を終了します。執行部の皆

様御は退出ください。 

【経済観光部】 

◆石田憲太郎委員長 それでは経済観光部の審査に入ります。初めに大野部長に御挨拶をいただ

き、人事異動で替わられた方につきましては自己紹介をお願いしたいと思います。大野部長。 

○大野正美経済観光部長 経済観光部でございます。本日はよろしくお願いをいたします。この

たびの議会におきましては、ＳＤＧ２未来都市の新たなプロジェクトといたしまして、自然資

本を活用した地域振興モデルの構築に向けた調査実証事業、また、起業創業とＩＪＵタウンを

事業承継の切り口からマッチングしていく取組など、一般会計補正予算として計７事業上げさ

せていただいております。そのほか旧日置谷小学校で障がい者雇用の事業を行っておられます

企業様の事業拡大に向けた財産の無償貸付けや財源更正に係る専決処分なども上げさせていた

だいております。

トランプ関税の交渉の行方や中東情勢など経済を取り巻く環境がさらに不透明感を増してき

ております。経済観光部といたしましては、持続可能な地域づくりに向けて引き続き取り組ん

でまいりますとともに、経済情勢の急変に対しても県や経済団体とも情報を密にしながら注視

してまいりたいと考えております。それでは新しい執行部の御紹介をさせていただきたいと思

います。 

○古綱竜也参事兼ジオパーク推進係長 失礼いたします。この４月より観光・ジオパーク推進課

参事兼ジオパーク推進係長を拝命しました古綱と申します。よろしくお願いします。 

○奥山惠介鳥取市関西事務所長 鳥取市の関西事務所長を拝命いたしました奥山惠介と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

○塩 敦経済・雇用戦略課課長補佐兼市場開拓係長 経済・雇用戦略課課長補佐兼市場開拓係長

を拝命しました塩と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

○大野正美経済観光部長 以上でございます。本日は御審議のほどよろしくお願いいたします。 

◆石田憲太郎委員長 御挨拶いただきました。それでは審査に先立ちまして申し上げます。質疑

及び説明、答弁は簡潔にしていただきますようよろしくお願いいたします。これにつきまして

は執行部及び委員の皆様にお願いするものでございます。 

議案第 82号令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第１号）について（説明） 

◆石田憲太郎委員長 議案弟 82 号令和７年度鳥取市一般会計補正予算のうち、所管に属する部分

を議題とします。それでは執行部より説明をお願いします。大角室長。 

○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 スマートエネルギータウン推進室大角でござ

います。それでは鳥取市一般会計６月補正予算経済観光部に属する部分の説明をさせていただ

きたいと思います。お配りしております資料１で説明をさせていただきます。初めに歳入でご

ざいます。資料１の３ページとなります。御覧をいただけますでしょうか、まず、上段でござ
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いますが、国庫支出金、国庫補助金、総務費国庫補助金とあります。新しい地方経済・生活環

境創生交付金、1,280 万 2,000 円を計上しております。これは歳出、自然資本産業誘致振興事

業費に充当させていただくものでございます。内容につきましては、この後の歳出のほうで説

明をさせていただきたいと思います。以下掲載しております歳入予算につきましても、歳出の

関連予算のほうで説明させていただきたいと思いますのでお願いいたします。歳入の説明は以

上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 福山次長。 

○福山博俊次長兼企業立地・支援課長 企業支援課福山です。よろしくお願いいたします。それ

では資料１の５ページをお開きください。先ほどありましたように、歳出の部の説明に入りた

いと思います。まず、５ページの上の部分であります。商工費の中の商工業振興費の中の中小

企業金融対策費の中の各種金融対策利子補助金（重点支援地方交付金）であります。補正額は

322 万 5,000 円の増額です。事業別概要は 24ページの下段を御覧ください。これは中小企業者

などの経営持続を支援するために、県との協調によりまして、低利な融資制度を運用しており

ま。すこのうちのメニューの１つであります地域経済変動対策資金というのがあります。これ

は、例えば原油高とか、為替相場の変動とか、そういった事象によって影響を受けた事業者に

対する融資制度メニューであります。 

この地域経済変動対策資金を申し込んだ中小企業者等に対しまして３年間、利子相当額の一

部を補助しております。融資利率は 1.5％、補助率は３分の２、このうち、県が２分の１を負

担します。財源としては先ほど歳入の部にありましたが、県補助金として 161 万 2,000 円を計

上しております。今回の補正は鳥取県がこの融資の要件になります経済変動事象、これに今回

のアメリカの関税引上げの影響の部分を追加をしました。これに伴って融資件数が増加するこ

とが見込まれることを踏まえまして補助金を増額することによるものです。この取扱期間は令

和７年４月から９月というふうになっております。融資見込みの件数としては 80 件、融資見込

み額としては 12 億円を見込んでおります。 

続きましてその下です。同じく商工費、商工業振興費の中の企業誘致促進事業費、企業立地

補助金であります。補正額は5,978万9,000円です。事業別概要は25ページの上段になります。

これは本市への企業立地を促進することによりまして、産業構造の高度化、あるいは雇用機会

の拡大、市民所得の向上、こういったことを図るために工場等の新設や増設を行う企業に対し

て補助金交付などによる支援を行っております。今回の補正は本年度、当初予算確定以降にお

いて企業のほうの事業計画の変更などによる申請見込み件数の変動に伴う補助金の増によるも

のです。 

内訳としては企業立地促進補助金のほうが当初の予定が２件減りまして、代わりに１件が増

えました。２件減の１件増となっております。金額としては 5,589 万 3,000 円の増になります。

この内訳としては、この増の要因としては新しい建屋、新社屋の建設に対する補助となってお

ります。それからもう１つ、情報通信関連企業立地促進補助金、これは５件増、金額として 389

万 6,000 円の増となっております。５件の内訳としては、いずれも家賃に対する補助、家賃の

一部を補助ということになっておるところです。以上です。 
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◆石田憲太郎委員長 大角室長。 

○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 スマートエネルギータウン推進室大角でござ

います。続きまして下の事業でございます。41、地域経済活性化促進事業費の自然資本産業誘

致・振興事業費でございます。補正額ですけども、4,004 万円をお願いするものでございます。

事業別概要は 24 ページの上段となります。補正の内容につきましては配布しております資料２

のほうで説明をさせていただきたいと思います。資料の２の３ページを御覧ください。この事

業ですけども、気高町の日光地区をモデル地域といたしまして、自然環境の保全活用による新

たな産業、自然資本産業の育成や地域に根差した人材の育成に取り組むものでございまして、

スマートエネルギータウン推進室、私どものところと企業立地・支援課の連携によりましてＳ

ＤＧ２未来都市の新たなプロジェクトとして予算を計上させていただきました。 

これまでの経過でございますが、昨年の秋ですけども、岡山県の西粟倉村に拠点をおいてお

ります株式会社エーゼログループという企業でございますが、こちらは気高町日光地区を中心

とした地域活性化構想について提案をいただきまして、これを受けまして事業の具体化に向け

て鳥取県と本市、あと、エーゼログループ、あと、地元住民の皆様との協議を重ねまして、こ

のたびの予算の要求に至ったものでございます。エーゼログループですけども、岡山県西粟倉

村を拠点に里山などの自然を活用し、木材加工やレストラン、イチゴ栽培等の農業を行うとと

もに起業したい人を支援するプログラムでありますローカルベンチャースクールという運営を

行っておりまして、若者などの起業家育成に関するノウハウと実績のある企業でございます。 

同社の取組によりまして、西粟倉村は奇跡の村と呼ばれるようになりまして、地方経済の創

発モデルとして行政企業との関係者から注目を集めているところでございます。本事業ですけ

ども、海、川、農地、流域がコンパクトにまとまりコウノトリをはじめとした多くの野鳥が集

まりまして、あと、ウナギや鮎など淡水魚の生息に適した自然環境が残るこの気高町日光地区、

53世帯で133人が居住しているような地区でございます。農地は大体30ヘクタールの農地を、

米などを栽培しておるところでございますけども、自然資本産業育成に向けた生態系の調査や

活用に向けた実証事業などに取り組んでいきたいと思っております。 

あわせて、この自然資本産業が市内で多く生み出されるよう、起業創業支援の取組を令和８

年度以降実施することで、地域を元気にする意欲のある人材を呼び込み、増やしていきたいと

いうふうに考えておるところでございます。それら取組によりまして、目指す将来像と書いて

ありますけども、地域における食や行事などの伝統文化の継承、新たなビジネスの起業などに

よりまして雇用を生み、関係人口を増やし、定住人口が維持されることをゴールに掲げ、取り

組んでいきたいと考えているところございます。 

補正内容でございますが、4,004 万円を計上いたしまして、財源は国の新しい地方創生生活

環境創生交付金、いわゆる第２世帯交付金でございます。それを 1,280 万 2,000 円、あと、県

からも補助金 853 万 5,000 円を活用して事業を取り組んでいきたいと思います。今年度の内容

ですけども、気高町日光地区の生態系調査、あと、社会文化調査と、今後、設立を予定してお

ります事業推進協議会の事務局運営に係る委託料として 3,414 万円を計上、また、起業家育成

プログラム、ローカルベンチャースクールの開設準備に係るアドバイザー業務費 590 万円計上
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しております。取組のスケジュールでございますが、気高町日光地区拠点の調査事業につきま

しては、令和７年度から９年度の３年の間に生態系調査、社会文化調査とモニターツアーの実

施を予定しております。また、令和８年度から９年度の２年間で自然資本活用計画の策定及び

実証、保全体制の構築・整備、実証などを行います。令和９年度にまでに事業基盤を固めまし

て、令和 10 年度以降、民間企業による投資実相を目指したいと思います。 

あと、ローカルベンチャースクール起業家支援のほうでございますが、こちらは、今年度は

専門家の助言を受けながら制度設計や体制整備を行いまして、令和８年度から鳥取市で挑戦す

る起業家を市内外から募集し、研修合宿等を行う起業育成プログラムを実施したいと考えてお

ります。本事業の説明は以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 福山次長。 

○福山博俊次長兼企業立地・支援課長 企業支援課福山です。続きましてその下になります。商

工費の中の商工業振興費の中の地域経済活性化促進事業費、事業承継推進事業費であります。

補正額は 200 万円の増になります。事業別概要は 25 ページの下段、それから資料として資料の

２の４ページ、今の自然資本産業の次のページに事業承継推進事業費の資料をつけております

ので御覧ください。改めまして鳥取県における後継者の不在率は非常に高い、全国的に見ても

高い状況となっております。そういった中で本市も産業の持続・発展を図るために、鳥取県事

業承継引継ぎセンターなど、関係機関と連携しながら事業承継に関する支援を行っているとこ

ろです。 

具体的には個別相談会の開催による案件の掘り起こしや第三者承継に要する経費に対する補

助、あるいは融資、そういった取組を行ってきました。このたびの補正は一般財団法人地域活

性化センターの助成金を活用し、県外企業との連携によって移住促進それから創業支援、そし

て事業承継、この３つを組み合わせて、新たな取組を行うための経費を追加をさせていただく

ものです。財源としては先ほど歳入の部にありましたが、雑入としてセンター助成金 200 万円

を計上させていただいております。具体的には事業用の空き物件や、あるいは廃業を検討して

おられる事業者、そういった案件を収集整理した上で、インターネット上の特設ページや首都

圏で開催するイベントなどを通じて発信していきます。 

そういったことで案件と地域以外の移住、創業希望者をつなぐことで、関係定住人口の増加

や地域経済の活性化につなげることを目指しているものです。200 万円の内訳としては、案件

調査やイベント運営などに係る委託費として 100 万円、そのほか、広告宣伝費などとして 47

万 3,000 円を計上をさせていただいております。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 平井次長。 

○平井宏和次長兼観光・ジオパーク推進課長 ジオパーク推進課平井でございます。そうします

と、委員会資料はぐっていただいて６ページのほうお願いいたします。観光費のほうの説明に

なります。初めに国際観光推進事業費です。事業別概要が26ページの上段、補正額が80万 2,000

円となります。内容ですけども、コロナ禍を経て鳥取市を訪れる外国人観光客は、近年、増加

傾向にあると、こうした中で、旅行者の多くがキャリーバッグ等持参されるんですけども、鳥

取駅に設置されているコインロッカーが休日を中心に、今、不足している状況があるというこ
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とで、宿泊事業者、観光事業者さんから、こういったニーズにどう対応するかということの要

望等もありまして、このたび、繁忙期を迎える７月中旬から９月中旬の３か月間実証事業とし

てこのコインロッカーの設置をして需要等把握していこうというものでございます。 

予算の内訳ですけども、大型タイプ６個、中型タイプ６個の計 12 個の利用が可能なロッカー

の設置管理に係る委託料を 80万円、それから実証期間中の電気代として光熱水費 2,000 円が内

訳となります。委託先の想定としては、駅構内にあります鳥取市国際観光客サポートセンター

を想定しております。料金ですけども、鳥取駅構内で設置されているコインロッカーと料金は

同額で考えたいと思っておりまして、大型が 800 円、中型が 600 円ということで、この委託料

についてはこの利用料収入、こちらに応じて精算をしていく形態を考えております。設置の予

定場所ですけども、鳥取駅の北口を出て、地下道があろうかと思いますけども、エスカレータ

ー、地下道を下りた付近を想定しております。 

続きましてその下でございます。ループバス運行支援助成費、事業別概要が 26ページ下段で

ございます。補正額 3,250 万 3,000 円でございます。観光周遊バスループ麒麟獅子は４月から

ルートや運賃を変更して、鳥取砂丘など市内の主要観光地を巡るバスとして運行しているとこ

ろですけども、昨年８月、老朽化していた日本交通社さん分の車両のエンジンの故障、それか

らその故障に伴う部品の供給も難しいということから使用が不可能となりまして、現在、代車

による運行を余儀なくされている状況でございます。２月議会の上杉議員の予算総括質疑でも

お答えをさせていただきましたが、車両の更新を目的に一般財団法人自治総合センターのコミ

ュニティ助成事業の申請を行っておりましたけども、３月末、これが採択にならなかったとい

う結果をいただいております。一方で、代車による運行継続には限界もあるということで、本

議会に車両購入に係る経費として 3,250 万 3,000 円を計上するものでございます。 

内訳ですけども、車体の購入費が 3,027 万 5,000 円。それからその車体に施すデザインの制

作と塗装に 212 万 3,000 円。あと、登録手数料・リサイクル料が９万 2,000 円、自賠責の保険

料１万 3,000 円という内訳になります。財源ですけども、過疎対策事業債 1,410 万円、観光施

設整備事業債 1,380 万円、行政改革推進債 460 万円を充当しております。 

その下でございます。鳥取市道の駅管理運営費でございます。事業別概要 27 ページになりま

す。補正額は 108 万円となります。こちらは道の駅神話の里白うさぎの２階厨房のエアコン 2

機の故障による部品交換、それから、清流茶屋かわはらの厨房の排水管の不具合による修繕と、

同じく道の駅かわはらの駐車場の舗装の補修を行うものでございまして、金額の内訳が、白兎

の白うさぎのほうのエアコン修繕が 54 万 4,000 円、かわはらの厨房の排水管の修繕が 29 万

9,000 円、それから、同じくかわはらの駐車場舗装の修繕が 23 万 7,000 円ということでござい

ます。説明以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 御説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等がある方は

挙手願います。柳委員。 

◆柳 大地委員 自然資本産業誘致のところで対象地域の人口を言われたと思うんですけど、ち

ょっとすみません。聞き漏らしましたのでもう一遍お願いします。 

◆石田憲太郎委員長 大角室長。 
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○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 スマートエネルギータウン推進室大角です。

気高町日光地区ですけども、53 世帯 133 人が居住しております。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほか聞き取りにくかった点ございますか。 

  議案第 83号令和７年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第 1号）について

（説明） 

◆石田憲太郎委員長 それでは次に議案第 83 号令和７年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別

会計補正予算を議題とします。執行部より説明をお願いします。渡邉次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課渡邉でございます。そうしましたら資

料の７ページを御覧くださいませ。公設地方卸売市場事業費特別会計の補正予算について御説

明させていただきます。資料は７ページです。01市場費、01市場管理費、04、こちらには市場

管理費等と書いてありますが、失礼しました。管理運営費等の間違いでございます。04管理運

営費等の間違いでございます。修正をお願いいたします。失礼いたしました。のうちの公課費

の 2,000 円の増額。そしてその下、04 積立金、01 積立金、01 の公設地方卸売市場事業基金積

立金、こちらは 2,000 円の減額でございます。予算書は 42、43 ページ、事業別概要は 47ペー

ジの上段及び下段ということになります。 

これは令和６年度の消費税中間納付の延滞によります延滞税納付に係る経費となります。公

設地方卸売市場事業費特別会計からの消費税の申告納付につきましては年間２回、３月期の中

間納付、それから９月期の確定申告納付、そちらを行っているところでございます。このたび、

消費税の中間納付におきまして、３月に期限内納付に間に合うよう支出、それから、財務会計

システム上でそういったような処理を完了したというところでございますが、４月の中旬にな

りまして税務署のほうから連絡を受け、消費税の中間納付が未納であるということが発覚をい

たしました。直ちに納付手続を行いましたが、これによりまして 1,200 円の延滞税が発生した

ものです。このたび、本特別会計の現計予算内、これは基金の積立金の 2,000 円の減額と公課

費の 2,000 円の増額ということで対応するように予算計上をお願いしたものでございます。 

経過につきましては、これまで３月の中間納付につきましては前期の課税額、納付額のおお

よそ、複雑な少し計算があるんですが、おおよそ２分の１の額を支払うように税務署から通知

がございます。メール等での通知がございます。その後、納付書において支払いを行っている

ものです。９月の確定申告につきましては、９月に確定申告をさせていただき、確定納付につ

いてｅ-Ｔａｘ上で確定申告をさせていただき、その後、納付書により税務署に消費税の納付

を行っているところでございます。このたびは税務署から出納室経由ではございますが、納付

書払いではなくってダイレクト納付、そちらを行うように依頼がございました。経済・雇用戦

略課としましても今回の納付よりダイレクト納付へ移行することとしまして、出納室のほうが

開設しております指定のダイレクト納付決済口座、そちらへ期限内に支出をさせていただいて

おりました。我々としましては、この納付の手続完了で納付ができたということと認識をして

おったところでございます。ところが、税務署からの未納付ということでの連絡を受けまして

確認したところ、ダイレクト納付に係る手続が一部完了していなかったこと、具体的に申し上
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げますと、出納室が税務署に行います本市のダイレクト納付決済口座、こちらの登録というも

のはできていたものの、担当課がｅ-Ｔａｘ上で各特別会計の消費税納付額の金額をその口座

から引き落としをするための納付情報登録手続、こちらが未完了であったということが判明し

ました。そのため、出納室が指定しておりましたダイレクト納付用の決済口座から税務署への

納付ができていなかったというものでございます。 

このたび初めて手続を行った、実は３つ特別会計がございますが、我々を含めまして、後ほ

ど説明があると思いますが、温泉の特会であるとか、電気特会でありますとか、全てが対応で

きていなかったというところもございます。私たちとしましても、もう少し丁寧な御指導はい

ただきたかったなというような、思うところもございますけれども、やはり担当課としまして、

やはり制度や手続の理解が不十分だったということが一番の要因であるということは否めませ

ん。今後はこのようなことがないように適切な事務執行を行っていくということで考えており

ます。大変申し訳ございませんでした。説明は以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 説明いただきました。それでは聞き取りにくかった点、用語の確認等があ

る方は挙手願います。 

議案第 84号令和７年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第１号）について（説明） 

◆石田憲太郎委員長 それでは次に移ります。次に議案第 84号令和７年度鳥取市温泉事業費特別

会計補正予算を議題とします。執行部より説明をお願いします。平井次長。 

○平井宏和観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。そうしますと資料１

の８ページになります。事業別概要は 48 ページを御覧ください。記載のとおり維持管理費とし

て補正額を 3,000 円、それから温泉事業基金積立金として補正額 3,000 円の減額という計上を

しております。先ほど公設地方卸売市場事業費特別会計でも御説明があったので、ちょっと細

かい説明は省かせていただきますが、同じく温泉事業費特別会計の消費税の申告納付もこの９

月と３月の年２回行っておると。このたびの補正に計上した公課費というのは、３月の中間納

付として 145 万 2,000 円の納付をするに当たって、ダイレクト納付に係るそのｅ-Ｔａｘ上で

の手続が同じく一部未完了だったということから、延滞料金 2,100 円が発生したため賠償金と

して 3,000 円を維持管理費に計上させていただき、そして、温泉事業基金積立金のほうで、こ

の歳出の維持管理費の増額に伴い積立金見込み額を減額をさせていただく予算を計上させてい

ただいているところです。簡単ですけど、以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等がある方は挙

手願います。ないようでありますので次に移ります。 

議案第 95号財産の無償貸付けについて（説明） 

◆石田憲太郎委員長 それでは次に議案第 95 号財産の無償貸付けについてを議題とします。執行

部より説明をお願いします。渡邉次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 経済・雇用戦略課渡邉でございます。そうしましたら、

財産の無償貸付けにつきまして議案第 95号でございます。付議案は 37ページ、それから、本
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日配布の資料、資料２の５ページにありますので、そちらを併せて御覧いただきたいと思いま

す。これは平成 25 年から旧日置谷小学校を障がい者の雇用の受皿としまして、また、植物工場

として運営しておられます株式会社愛ファクトリー、そちらが将来、事業を拡大とその実証の

ための用地として、現在の用地に 1,364.81 平米を加えて、引き続き無償貸付けを行うようにし

ているものでございまして、地方自治法の第 96 条第１項第６号、そちらの規定によりまして市

議会より議決をお願いするものでございます。 

資料５ページの図面、右上の図面ですが、御覧くださいませ。現在貸し付けている部分、旧

日置谷小学校の敷地、それから、のり面でございますが、緑色の色をつけております 2,002.19

平米でございます。このたび追加して貸付けを行うのは実証実験で使用する赤色の部分でござ

います。具体的には校舎の横に実証用の農業ハウスを設置する面積でございまして、1,364.81

平米でございます。無償貸付けの先は愛ファクトリーの持ち株会社、親会社であります元の契

約者でございますが、ＩＤホールディングスということになります。 

実証事業の内容でございますが、新たにハウス栽培を行いまして、マンゴーだとか、アボカ

ドだとか、メロン、そういった付加価値の高い果樹を生産するということを考えておられます。

鳥取の地におきまして、このたび、このような、少し南国な果実になるんですけども、こうい

ったものの栽培がしっかり可能であるかどうか実証しながら、将来的には新たな事業展開とい

うことも視野に入れておられます。 

これまでの経過でございますが、平成 25年の８月議会におきまして無償貸付けを決議いただ

きまして、現在は土地 2,002.19 平米、旧校舎 1,770 平米、こちらを貸し付けておるところです。

現在の貸付期間は更新されまして２期目となっておりまして、令和５年の４月１日から令和 10

年の３月 31 日までということにしております。このたびの追加部分の契約期間も同様の令和

10年の３月31日までということで考えておるところでございます。説明は以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 説明いただきました。委員の皆様、聞き取りにくかった点、用語の確認等

がある方は挙手願います。ないようでありますので次に行きます。 

議案第 97号専決処分事項の報告及び承認について（説明） 

◆石田憲太郎委員長 議案第 97 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち、所管に属する部

分を議題とします。執行部より説明をお願いします。大角室長。 

○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 スマートエネルギータウン推進室でございま

す。それでは令和６年度の一般会計予算につきまして令和７年３月 31日に補正予算の専決処分

を行いましたので、その報告と承認をいただきたく説明をさせていただきます。資料の 6ペー

ジをお開きください。経済観光部に属する予算でございますが、商工費、商工費、商工業振興

費のスマートエネルギータウン構想推進事業費でございます。補正内容は企業版ふるさと納税

を２社、こちら東京のＩＴ企業になりますけども、から合計 20 万円の寄付をいただいたことに

よる財源更正でございます。簡単ではございますが、説明は以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等がある方は挙

手願います。ないようであります。 
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報告 

  報告第７号繰越明許費繰越計算書について 

◆石田憲太郎委員長 それでは続きまして、報告に入ります。報告第７号繰越明許費繰越計算書

についてのうち、所管に属する部分の御報告をお願いします。大角室長。 

○大角真一郎スマートエネルギータウン推進室長 スマートエネルギータウン推進室大角でござ

います。それでは報告第７号繰越明許費繰越計算書について経済観光部に属する部分の説明を

させていただきたいと思います。令和６年度一般会計予算及び公設地方卸市場事業費特別会計

予算のうち、翌年度に繰越しを行いましたので報告をさせていただきます。資料２の７ページ

を御覧ください。まず、スマートエネルギータウン構想推進事業でございます。本事業は 9,310

万 6,000 円の繰越しをいたしました。これは脱炭素先行地域づくり事業補助金 9,310 万 6,000

円のうち、住宅用ＰＰＡ事業に関する補助金 4,438 万 6,000 円と業務用ＰＰＡ、これはＪＰツ

ーウェイコンタクト様の駐車場に設置しておる垂直ソーラーでございますけども、これの補助

金 4,872 万円の繰越しを行ったものでございます。説明は以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 渡邉次長。 

○渡邉大輔次長兼経済・雇用戦略課長 続きましてその下でございます。２の他会計繰出しでご

ざいます。これは公設地方卸売市場の再整備に係る経費の一般財源分として、鳥取市公設地方

卸売市場事業費特別会計へ繰出しをさせていただいて繰越しをさせていただくものです。６万

7,000 になります。その下でございます。令和６年度の鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会

計繰越明許費繰越計算書でございます。これは令和７年度に執行する市場の建設事業費８億

3,296 万 9,000 円、内訳は国の強い農業づくり総合支援交付金２億 1,680 万 2,000 円、それか

ら市場事業債６億 1,610 万円、それから先ほどの一般財源６万 7,000 円を合計で繰越しして事

業を行うものでございます。 

今年度の事業につきましては、次のページに資料をつけておりますので御覧いただきたいと

思います。事業の進捗について簡単に御説明をさせていただきます。上にある表を御覧くださ

い。本来ならば令和７年度の当初予算で計上させていただいて執行する予定でございましたが、

令和６年度の２月議会におきまして、前倒しして予算計上をさせていただきまして、全額令和

７年度へ繰越しをして執行するものでございます。本事業は国の農林水産省からの交付金、こ

ちらを活用して実施しておるものでございますが、国も当初の予算を確保するというのが少し

ずつ厳しくなっておる情勢の中で、予算の確保のテクニック、そういったものにはなるんです

けれども、令和６年度の予算未執行部分を確保して実施していくということが事業をスムーズ

に推進できるということで、令和６年度の予算に追加、補正予算で計上させていただきという

ことを判断させていただいたものです。 

これによりまして、計画どおりの国の補助金が確保できたということで、国できるというこ

とで国の方針に呼応したものでございます。令和７年度工事執行部分につきましては、下の図

面の赤い線で囲んだ駐車場部分、それとそのほかの外構、周辺道路等の外構の部分を執行する

というものになります。令和５年度の茶色で囲んだ部分、それから令和６年度の黄色で囲んだ
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部分、こちらは工事が終了しておりまして、市場の関係事業者は全員新施設におきまして事業

を現在、行っておられるという状況でございます。現在は写真を見ていただきますと分かりま

すが、左の端のほうにあります濃い青色の屋根の部分、これは旧施設になりますけれども、こ

ちらの施設の解体を始めております。遅くともこの解体を終わらせて年内には駐車場を完成さ

せ、全体の工事を令和８年の２月末をめどに完成させる予定としております。 

工事終了の完成の際には、まだ、日程は未定になっておりますが、竣工式等を予定しており

ます。文教経済委員会の委員の皆様にはお声かけさせていただきたいと考えておりますのでよ

ろしくお願いします。説明は以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 御報告をいただきました。それでは委員の皆様から質疑、御意見などござ

いますでしょうか。ございませんか。 

その他の報告 

  第 61 回鳥取しゃんしゃん祭について 

◆石田憲太郎委員長 それでは続きまして、その他の報告に入ります。第 61 回鳥取しゃんしゃん

祭についての御報告をお願いします。平井次長。 

○平井宏和次長兼観光・ジオパーク推進課長 観光・ジオパーク推進課平井です。そうしますと、

委員会資料の９ページのほう御覧ください。今年の第 61回鳥取しゃんしゃん祭についてでござ

います。初めに前夜祭について、今年は８月 13 日の午後６時から風紋広場のほうで、風紋広場

を会場に６連 164 人による、すずっこ踊りの披露、それからバードハットで傘踊り体験コーナ

ーやマルシェの開設、こういったことで前夜祭に彩りを添える予定としております。さらに周

年を迎える岩国市さん、それから郡山市さんとの姉妹都市交流事業やＢＳＳラジオ、日本海テ

レビさんによるイベント等の企画も検討中で、今ございます。 

続きましてその下の一斉傘踊りでございます。８月 14 日午後５時から若桜街道、智頭街道、

バードハット、駅前通りなどを会場に令和元年度以来、久しぶりに２部制での開催を行います。

第１部には 17 連、第２部には 93 連、総勢 110 連、3,293 人が参加を予定しておられます。こ

れは昨年から比較いたしますと、13 連 531 人の増ということになります。それから、そのほか

にも傘踊り体験コーナーや智頭街道にぎわいイベントなども行われ、祭りの様子はケーブルテ

レビ等で生中継をする予定としております。その下、第 72回の市民納涼花火大会は８月 15日

千代河原市民スポーツ広場での開催ということでございます。今年は招待席やステージイベン

ト等の実施はせず、打ち上げ花火を約 7,000 発鳥取夜空を彩るような花火を打ち上げるという

ことでお聞きしておるところでございます。 

今後のスケジュールですけども、７月 18日成功祈願祭、その後、傘踊り講習会の開催や大傘

設置を経て８月の祭りを迎える予定としております。10ページのほうをお願いします。その他

の項目として傘づくり後継者の育成について少し説明をさせていただきます。昨年９月に補正

予算を計上しまして、しゃんしゃん祭振興会による傘づくり後継者を支援しているところです

けども、現状においては、研修生２名が傘の骨組みや修理、装飾等を指導者から習っている状

況でございます。また、先般の太田議員の一般質問でもお答えしたとおり、家庭や企業で今、
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使わなくなった傘の改修修理、再利用するための呼びかけ・取組を進めております。昨日現在、

174 本の傘の御提供を受けているような状況でございます。下のほうにも記載のとおり、ポロ

シャツやポスター等の製作も進められ、先月には第 25回の鳥取しゃんしゃん鈴の音大使の任命

も決まりました。徐々に祭りの機運も高まっているところでございますので、61回の大会に向

けて準備を進めてまいりたいと考えているところです。簡単ですけど、以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 御報告いただきました。委員の皆様から質疑、御意見などございますでし

ょうか。よろしいですか。それでは以上で経済観光部の審査を終了します。執行部の皆様は御

退出ください。ここで一旦休憩をしたいと思います。再開時刻は１時 15分といたします。 

午後 12 時 13 分 休憩 

午後１時 11 分 再開 

【農林水産部・農業委員会】 

◆石田憲太郎委員長 それでは再開をしたいと思います。時間若干早いですけども、全員おそろ

いのようで午後で始めたいと思います。農林水産部・農業委員会の審査に入ります。初めに坂

本部長に御挨拶をいただき、人事異動で替わられた方につきましては自己紹介をお願いしたい

と思います。坂本部長。 

○坂本武夫農林水産部長 農林水産部長坂本です。新年度になりまして、文教経済委員会、農林

水産部・農業委員会パートは今年度初めてということになります。とはいいながらも、かれこ

れ２か月ちょっと経っておりまして５月には行政視察のほう、大変お世話になりました。濃い

３日間を過ごさせていただきました。ありがとうございました。あと、新年度になりましてと

いうこともありますけども、こうやって皆さんの前で御挨拶をさせていただくのは、私事には

なりますが、今年度いっぱいということに恐らくなろうかと思いますので、精一杯努めさせて

いただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。挨拶も兼ねてということで、はい。 

本日の案件でございますけども、議案第 82 号ということで令和７年度鳥取市一般会計補正予

算（第１号）農林水産部が所管する部分の御説明を申し上げます。案件の主な内容といたしま

しては、農業関係では中山間地域の高収益作物の転換ということで、そういった農業者さんを

支援していく事業を新規に計上させていただきますことと、また、水稲の生産拡大を図る担い

手への支援、これは県のほうと協調して行いますが、そういった事業を新規に計上させていた

だいております。また、水産業関係では、冬場の波浪によります堆砂が漁港のほうにかなり今

シーズン多く押し寄せておるようでございまして、追加でその浚渫を行う費用を計上させてい

ただいておりますし、また、新たに、今年の５月の強風によりまして夏泊の定置網が大分破損

をしております。こちらのほうも県と併せて協調して復旧を支援するものでございます。 

また、議案第 97号は専決処分事項の報告と承認についてということで、こちらも農林水産部

の所管する部分について御説明を申し上げます。また、報告案件で報告第７号繰越明許費繰越

計算書について本部に関する部分を御説明を申し上げます。私のほうからは以上ですが、新た

にこの４月から農林水産部のほうに来られました職員の皆様が自己紹介をいたします。 
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○小谷昇一農政企画課長兼農産物加工センター所長 この４月１日の人事異動で農政企画課長を

拝命いたしました小谷昇一と申します。昨年度まではねんりんピックを担当しておりましたけ

ども、今年度から新たに農業分野ということで頑張らせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

○城市 索林務水産課課長補佐兼林務係長 林務水産課課長補佐兼林務係長を拝命いたしました

城市索と申します。前職は文化交流課でお世話になっておりました。よろしくお願いいたしま

す。 

○小川小百合林務水産課主査兼水産漁港係長 同じく林務水産課水産漁港係の小川と申します。

昨年度までは同じ課の水産ではなくて、林務のほうの災害等の工事を担当をしておりました。

よろしくお願いします。 

○太田信一農業委員会局長補佐兼農政係長 ４月１日の人事異動で障がい福祉課から異動してま

いりました農業委員会事務局局長補佐の太田信一と申します。よろしくお願いします。 

○山本佳一農政企画課鳥獣対策係長 鳥獣対策係長の山本といいます。３月までは生活福祉課に

いました。よろしくお願いします。 

○松本圭一農政企画課担い手支援係長 農政企画課担い手支援係長をしております松本圭一とい

います。昨年の 11 月から農政企画課のほうに異動してきまして、引き続き農政企画課におりま

す。よろしくお願いします。 

○西尾孝司農村整備課総務係長 農村整備課総務係に異動してきました西尾孝司です。よろしく

お願いします。 

◆石田憲太郎委員長 御挨拶いただきました。それでは審査に入ります。審査に先立ちまして申

し上げます。質疑及び説明、答弁は簡潔にしていただきますよう執行部及び委員の皆様にはお

願いをいたします。 

議案第 82号令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第１号）について（説明） 

◆石田憲太郎委員長 それでは議案第 82 号令和７年度鳥取市一般会計補正予算のうち、所管に属

する部分を議題とします。まず、執行部より説明をお願いします。小谷課長。 

○小谷昇一農政企画課長兼農産物加工センター所長 農政企画課の小谷でございます。よろしく

お願いいたします。それでは議案第 82号令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第１号）の農林

水産部の所管に属する部分について御説明いたします。お配りしております資料１という右肩

に番号を振ってございますけども、こちらのＡ４の横で印刷しました資料を持ちまして説明さ

せていただきます。なお、歳入につきましては、歳出を説明する際に併せて御説明いたします。

農林水産部の一般会計補正予算の概要について御説明いたします。この資料の６ページをまず、

お開きいただけますでしょうか。上段に色のついたマスがあると思いますけども、こちら御覧

ください。農林水産部歳出合計、補正前の額といたしましては、17億 7,926 万 5,000 円に対し

まして、今回の補正額１億6,293万 3,000円、補正後の額は19億4,219万 8,000円になります。

以降、各担当課より順に補正予算に計上させていただきました主な事業につきまして、この資

料１、６ページ以降歳出の予算説明資料をつけておりますけども、そちらと事業別概要書を用
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いて説明させていただきます。 

まず、農政企画課分の一般会計補正予算について御説明いたします。資料１の６ページを御

覧いただけますでしょうか。一番下に記載してございます款農林水産業費、項農業費、目農業

総務費の細目 24共同利用施設整備等事業費でございます。こちら予算書は 25 ページ、事業別

概要は 28ページ下段となります。補正額といたしましては 269 万円となり、財源内訳といたし

ましては 269 万円全額一般財源となります。こちらは農政企画課が所管いたします佐治町の尾

際の生活改善センター、こちら自治会からの要望を受けまして譲渡の話がまとまりましたので、

引渡し前に外壁とか、屋根の修繕を行うといったような事業となっております。 

１ページめくっていただきまして、７ページに入らせていただきます。上から２段目、細目

といたしましては 48園芸産地活力増進事業費、予算書といたしましては 25ページ、事業別概

要は 29 ページの下段となります。補正額は 457 万円、財源内訳といたしましては県補助金が

304 万 4,000 円、一般財源といたしましては 152 万 6,000 円、県の間接事業ということになり

ます。内容といたしましては、県内で算出額は 10億円を超える品目、白ネギですとか、らっき

ょう、ブロッコリーが当たりますけども、こちら鳥取県が策定していると鳥取県農業生産１千

億プランにおきまして、推進作物に位置づけられている品目になります。近年、気候変動のた

め猛暑日が多くなってございます。これらの品目、生産の拡大のために遮熱対策といたしまし

て、レインガン、これは移動式の散水車のようなものでございますけども、こういったものの

導入支援を行うというような事業となっております。 

続きまして１個飛ばしましてその下、細目 77畑地化促進支援事業中山間地域畑地化等促進整

備事業費になります。予算書といたしましては 25ページ、事業別概要は 30ページの下段とい

うことになります。補正額は 187 万 3,000 円、財源内訳といたしましては全額その他財源、人

生 100 年時代づくり地方創生ソフト事業交付金ということになります。本資料の８ページに説

明資料を添付させていただいておりますので、御覧いただけますでしょうか。これは公益財団

法人地域社会振興財団の交付金、どういった交付金かといいますと、市町村が行います高齢者

の能力活用や社会参加活動促進、多世代交流、地方創生の実現に資する事業というようなもの

に対して交付される交付金でございますけども、こちらを受けまして鹿野町河内地区が水田を

畑地に転換し、地域の高齢者が中心となり、観光農園の運営や加工品の造成というようなこと

を行うことで地域の活性化に取り組むという事業への補助金となっております。 

以前から河内地区は果樹の里山協議会として活動されていましたが、今回この事業で水田の

畑地化を進め、いちじく、すもも、栗等を栽培するということを予定にしております。それで

はページを７ページに戻っていただけますでしょうか。その下に移りまして細目 83 攻守の要と

なる水田農業法人育成事業費となります。予算書といたしましては 25 ページ、事業別概要では

31 ページ上段となります。補正額は 6,666 万 7,000 円で、財源内訳といたしましては県補助金

が 5,000 万、一般財源といたしましては 1,666 万 7,000 円、こちらも鳥取県の補助事業の間接

補助という形になります。本資料の９ページのほうに資料をつけておりますので、御覧いただ

けますでしょうか。こちら,鳥取県が策定しております鳥取県農業生産１千億プランにおきまし

て重点事項となります大規模経営体の育成 10 年後を支える若き担い手の育成を実現するため
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に事業化された補助金となります。 

水稲作付面積の拡大と経営の安定を図るための機械設備導入経費を補助するものでございま

して、交付要件といたしましては９ページの２事業内容の中に記載しておりますけども、①か

ら③が要件となっております。①50ヘク以上の耕作かつその２分の１以上の面積で主食用米を

栽培する、②事業実施後５年を見ておりますけども、20％もしくは 20ヘク以上の経営面積を拡

大するもの、③55 歳以下のものがこの経営に携わっていること、①から③が必要の条件となり

ます。当事業では株式会社ワンシードファームが県の事業として採択されておりまして、申請

内容といたしましては、鳥取市の北村地内にライスセンターを建設するというものになってお

ります。事業費といたしましては１億 400 万円となりますけども、補助対象上限額は１億円と

なりますので、その６分の１となる 1,666 万 7,000 円を計上させていただいております。 

ページを戻っていただきます。７ページの下段を御覧いただけますでしょうか。農政企画課

歳出合計補正前の額、７億 7,297 万円に対しまして、今回の補正額 7,856 万 4,000 円、補正後

の額は８億 5,153 万 4,000 円となりおます。農政企画課分としましては以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 山田課長。 

○山田泰弘林務水産課長 林務水産課山田です。林務水産課所管の事業について説明させていた

だきます。資料１、10 ページを御覧ください。水産業振興費です。漁協施設維持管理事業費、

予算書は 25 ページ、事業別概要 31ページ下段です。これは本市が管理します岩戸、酒ノ津、

船磯、長和瀬漁港に冬季波浪に伴い大量の砂が堆砂し、出港に支障を来たしている状態であり、

漁船の安全な航行を確保するための堆砂の浚渫に対応するものです。 

１枚めくっていただきまして、資料１の 11 ページを御覧いただきたいと思います。こちらの

ほうに５月現在の各港の堆砂状況の写真を添付しております。岩戸と長和瀬におきましては船

受け場のとこにも砂が堆積している状態でなかなか船が入れなくなっておりますし、酒津は水

深で大体 0.7 メーター、船磯については 1.5 メートルと水深が確保できてないところがありま

す。また、こちらに書いてありませんけど、酒津漁港におきましてはこの２月ぐらいから大型

漁船が他の漁協に避難をしており、通常の漁業体制が維持できない状況にあります。 

当初予算時は、近年の実績の平均値から堆積量を積算しておりまして、１万 590 立米と見込

んでおりましたが、この実地測量におきまして１万 7,380 立米の砂の状態が見られ２万 7,970

立米の堆砂が確認されていたため、浚渫費としまして補選額 6,593 万 5,000 円を計上させてい

ただくものです。１枚戻っていただきまして資料１の 10 ページを御覧ください。港へＧＯ！海

業で浜のにぎわい創出事業費、予算書 25ページ、事業別概要は 32ページ上段です。こちらは

船磯にあります鳥取市気高町遊漁センターが令和７年度より新たな指定管理者により運営され

ております。指定管理者が魚食普及と港を活性化する事業を展開し、地魚の魅力発信や船磯漁

港来訪者を増加させ、景気活性とともに水産業のにぎわい創設を図る事業への支援をするため

事業費 222 万円のうち、３分の２の補助となりまして補正額 150 万円を計上させていただくも

のです。この補助率３分の２の内訳につきましては、県が３分の１の 75 万円、市が３分の１の

75 万円です。 

そしたらその１段下になりますけども、定置網漁協被害対策事業費でございます。予算書は



文教経済委員会（令和７年６月 17日） 

38 

25 ページ、事業別概要 32 ページ下段です。こちらは令和７年５月風が強まり突発的に潮の流

れが速くなる現象が発生し、夏泊漁港の沖の定置網及び定置網を固定するロープ等が破損した

ため、復旧に要する経費を支援するもので、被害額は 2,540 万円、このうち、３分の２補助と

して補正額は 1,693 万 4,000 円を計上させていただくものです。この補助率３分の２の内訳に

つきましても県が３分の１の 846 万 7,000 円、市が３分の１の 846 万 7,000 円となります。林

務水産課歳出合計ですけども、補正前が 10 億 629 万 5,000 円、補正額 8,436 万 9,000 円、補正

後 10億 9,066 万 4,000 円となります。林務水産課は以上です。 

◆石田憲太郎委員長 説明いただきました。それでは聞き取りにくかった点、用語の確認等があ

る方は挙手願います。よろしいですか。 

議案第 97号専決処分事項の報告及び承認について（説明） 

◆石田憲太郎委員長 次に議案第 97 号専決処分事項の報告及び承認についてのうち、所管に属す

る部分を議題とします。それでは執行部より説明をお願いします。山田課長。 

○山田泰弘林務水産課長 林務水産課山田です。そうしましたら議案第 97号専決処分事項の報告

及び承認について説明させていただきます。令和６年度一般会計補正予算書４ページですけど

も、歳入の地方譲与税のうち、上から５行目にあります森林環境譲与税です。国からの最新の

配分額が決定したため、予算１億 2,761 万 2,000 円から 118万円増の１億 2,879 万 2,000 円と

なり、合わせまして補正予算書 31ページ中段の辺りになるんですけど、ここの歳出の積立金が

118 万円の増となります。 

続きまして補正予算書 30ページ中段の歳出、農林水産業費、農業費、農地費、その下の行に

あります林産業費、林業振興費、また、ページは飛びますけど、34ページ中段の歳出で災害復

旧費、農林水産業施設災害復旧費、これらにつきましては特別交付税の増など、最終的に歳入

が増加したことにより行革債から一般財源へ財源更正を行ったものです。以上、専決処分とし

て承認を求めるものでございます。林務水産課は以上です。 

◆石田憲太郎委員長 長石次長。 

○長石良幸次長兼農村整備課長 農村整備課長石です。それでは農村整備課の専決処分事項につ

いて御説明いたします。予算書の 40 ページ、41 ページを御覧いただけますでしょうか。繰越

明許費でございます。こちらは水道事業会計への繰出しにつきまして、国の補正予算に呼応す

るために 2,040 万円を繰り越すものでございます。以上でございます。 

◆石田憲太郎委員長 御説明いただきました。聞き取りにくかった点、用語の確認等がある方は

挙手願います。よろしいですか。 

陳情 

  令和７年陳情第６号国産食料の増産、食料需給率の向上、家族農業支援強化を求める意見書

の提出を求める陳情 

◆石田憲太郎委員長 それでは続きまして陳情審査に入りたいと思います。令和７年陳情第６号

国産食料の増産、食料需給率の向上、家族農業支援強化を求める意見書の提出を求める陳情を
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議題とします。本陳情につきまして、委員の皆様より御意見をお願いをいたします。ございま

せんか。長坂委員。 

◆長坂則翁委員 陳情第６号ですけれども、陳情事項３項目上がられておるわけですが、ます、

１項目目の食料需給率の向上というのは、これもう永遠の課題だろうと思っております。２点

目のやっぱり食べれる農業、農家への所得保障制度、実は民主党時代に農業の個別保障制度を

持っていたんですけども、その後、政権が代わって潰されちゃった経過もあるわけでして、や

はりさっき言いましたように、食べれる農業を、食べれる農業経営でないと農家は非常に苦し

んでおられるというような状況もあるわけですから、やっぱり所得保障制度というのは確立す

る必要があると思いますし、今、実は米の問題で今日も昼に小泉農水大臣も出ていましたけれ

ども、米問題が報道されない日はないぐらい、米の問題で今、議論になっているわけですが、

実は長い間減反政策を続けてきておりましたけれども、来年度からは増産に踏み切ろうってい

うことで、政府が食の米についても価格事業、こういった責任を持って増産に転じることって

いうことですから、やはり米の増産は必要だろう、このように思っております。 

３点目に、実は学校給食の無償化っていうのは、私も推進する必要があると思っていますけ

れども、やはりそういったことも行いながら、地元産の安全な農畜産物、食品を活用するやっ

ぱり施策っていうのは当然必要だろう、このように思っておりますので、意見として述べてお

きたいと思います。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかの委員の皆様、ございませんか。西村委員。 

◆西村紳一郎委員 私の考えとしましても、食料自給率４割では低いという認識でして、内閣で

も消費者とそれから生産者の総合理解の下に国内の食料の安全保障を高めるということは石破

総理もおっしゃっていますし、そういう考えでは同調するものでありますが、この陳情事項の

２番目の案件でございます。この案件で見る限りにおいては財政支出が現状の制度と違ってく

るということで、このことが無制限の財政支出ということになれば到底認められないというこ

とになるわけでして、中にセーフティーネットとしての食料支援制度ということがありますが、

もう既にフードバンク等で食料支援事業も国はしておりますし、また、経営所得安定対策で生

産者に対する所得補償もしているという状況でありまして、ここの農家への所得補償制度の確

立ということについては賛成をしかねます。 

ほかにも収入保険制度等ありまして、農家のセーフティーネットとしての制度も十分あるわ

けでして、そういうことを総合的に、俯瞰的に取り組んでいくということであります。という

ことで、この食料支援制度、所得補償制度の財政支出に対する、この無制限というような言い

方が適切かどうか分からないわけですが、ここの財政支出については賛成できないということ

で、２項目に対して反対をいたします。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかの委員さんで御意見はございませんか。水口委員。 

◆水口 誠委員 公明党の水口です。初めに、この今回の国産食料の増産、食料自給率の向上、

また、家族農業支援強化について提出を求める陳情についてですけども、まず、初めに、今回

令和７年４月 11 日に新たなこの食料・農業・農村基本計画というのが閣議決定をされておりま

す。その中身を見ますと、今回のその１項目めの食料自給率の向上については、ポイントとし
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てこのように上げております。この食料自給率、その他の食料安全保障の確保に関する事項の

目標というところで、この目標については毎年その達成状況を調査・公表することとし、併せ

て施策の有効性を示すＫＰＩを設定し、計画期間中にも検証をしっかりと行うことを通じて、

ＰＤＣＡサイクルによる施策の不断の見直しを行うこととしていますというふうに書かれてお

りますので、これはしっかりと、目標についても、その計画についても明記をされているもの

と思いますので、この１項目めについてはもう既に計画をなされているということで解釈をし

ておりますので、ここについては反対ということで。 

２項目めの食料品をはじめとする物価高騰で苦しむ人々への支援の強化をすること、特にセ

ーフティーネットとしての食料支援制度について、これについても確立ということであります

けども、これについては、先ほど新生の、はい、西村委員のほうからありましたけども、この

セーフティーネットについても、このフードバンクもしっかり、このフードバンクのほうで対

応をされているということで認識しておりますし、また、この消費者にも恩恵をもたらす農家

への所得補償制度を確立することについても、これについては農業の競争力であったり、競争

力を低下させること、また、外部環境の変化に弱い体質をつくってしまう可能性があるという

こと、また、持続可能な農業を育成するためには市場原理に基づいた競争を促すことも重要だ

と考えますので反対をいたします。 

陳情趣旨のほうの中にあります、大多数の家族農業経営を支援する農政に転換すべきという

ことで記されておりますけども、これについては、もちろん家族農業を支援することは大事な

ことではありますけども、その一方で、大規模化・効率化を阻害しないような政策を検討する

必要があると考えますので、これについてもバランスを考慮すべきと考えますので、これにつ

いても反対をいたします。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員。 

◆金田靖典委員 陳情項目、今、昨年から始まった米の問題で、大変皆さんが、日本中が苦労す

る中で、こういう陳情が出されたということには非常に意義があるというふうに考えておりま

す。ここの食料自給率の問題でも、カロリーベースでも 37％って言われながら、実はウクライ

ナの戦争以降、肥料が非常に高騰して、それを考えると 95％以上が外国に依存しているという

のが今まさに明らかになっている中で、やっぱり国内の中でいかに食料を確保するのかという

のがね、この数年間の間でも明らかになってるんじゃないかなと。 

先ほども出ていました農村基本法企画しながら、その中には残念ながら食料自給率の具体的

に数値目標が出ないというふうなことですので、ぜひともそういう面でははっきりと食料自給

率向上に向けた取組が必要なんだろうということは、１点目の陳情項目としては非常に評価す

べきだ。それからセーフティーネットの食料支援に関しても、このたびの米不足で、結果的に

はこども食堂に行き渡らないと。実際にこども食堂の現場ではお米が足らないということで非

常に苦労されているというのがあちこちのニュースに出とるように、決してそこがまず優先さ

れて確保されとるわけではない。そして、米のこのたびの高騰に当たっても、米が高騰したに

もかかわらず、残念ながら農業者に対してはきちっとそこが補償されてないわけで、あくまで

も米の取引の上での高騰ですんで、その辺りでやっぱり所得補償・価格保障をきちっと確保し
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ながら増産体制に持っていくと。やっとこさ、国のほうも、政府のほうも増産に転じるのかな

というところになっていますけども、やっぱりこれはきちっと価格保障・所得補償をしながら

増産に転じるということがやっぱり求められるなと思います。 

３番目の学校給食は、もうこれは皆さん、もう近いうちには無償化に向かっていくんで、非

常にそういう面では、この陳情は今の実情に合った、また、今、本当に苦労されてる、ここ２

から３か月の間にはまた再び米不足が起こるんでないかというふうなこと言われていますので、

展望が見えるのは来年以降でないかというふうな、非常に危機的な情報も流れておりますので、

やっぱり国がこういうことに対して、ただ単に供給を確保するだけではなしに、自前確保する

ことをきちっと求めるべきだというふうに賛成の立場での意見を申し上げます。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 そのほかの委員の皆様で御意見はございませんか。金田委員。 

◆金田靖典委員 意見が賛否両方に分かれておりますので、決に関しては後半の委員会のほうで

されてはいかがということを提案したいと思います。 

◆石田憲太郎委員長 ただいま金田委員のほうから、後半の委員会のほうでもう少し議論をとい

いますか、いうことで、後半の委員会で再度議論という提案が出ましたけども、これにつきま

して皆さんどうでしょうか。よろしいですか。改めてこの陳情につきましては後半の委員会の

ほうで再度議論をしていきたいというふうに思います。よろしくお願いします。 

報告 

  報告第７号繰越明許費繰越計算書について 

◆石田憲太郎委員長 それでは続きまして報告に入ります。報告第７号繰越明許費繰越計算書に

ついてのうち、所管に属する部分の御報告をお願いします。長石次長。 

○長石良幸次長兼農村整備課長 農村整備課長石です。それでは繰越明許費についての御説明を

したいと思います。資料１の 12 ページから 14 ページに繰越しの計算書載せております。その

中で農政企画課と林務水産課につきましては変更がございませんので、農村整備課の繰越明許

費について御説明したいと思います。資料１の 14ページを御覧いただけますでしょうか。付議

案のほうは 48ページ、49ページ、52 ページ、53 ページとなっております。変更のあった事業

のみ説明をさせていただきたいと思います。 

それでは、14 ページの２番目の県営事業負担金につきまして、こちらは県営事業の実績に伴

いまして 5,045 万 7,149 円を減額をいたしまして、1,250 万 3,851 円の繰越しとなっておりま

す。それから１つ飛んでいただきまして、農業水利施設保全高度化事業となっております。こ

ちらは事業進捗に伴いまして、118 万 1,000 円の減額で１億 1,331 万 9,000 円の繰越しとなっ

ております。続きまして危険ため池廃止事業でございます。こちらも事業進捗に伴いまして、

124 万円減額の 601 万円の繰越しとなっております。こちら全てを含めまして農村整備課の繰

越額合計は、下から２行目にございますけれども、９億 6,828 万 5,851 円でございます。14ペ

ージの最下段を御覧ください。農林水産部の繰越明許費の合計額は 15億 7,913 万 6,071 円とな

っております。以上でございます。

◆石田憲太郎委員長 御報告をいただきました。それでは委員の皆様から質疑、また御意見など
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ございますでしょうか。よろしいですか。ないようであります。それでは以上で農林水産部・

農業委員会の審査を終了します。執行部の皆様は御退出ください。 

その他 

  委員会視察報告書について 

◆石田憲太郎委員長 それではその他といたしまして、委員会視察報告書についてに入りたいと

思います。皆様から提出いただきました視察報告書を基に、所見の部分を抜粋して取りまとめ

ております。これにつきましては次回までに御確認をお願いいたします。また、委員会の視察

については市議会だよりの９月号に報告記事が掲載をされます。紙面の都合上、視察先のうち、

１か所のみ掲載となりますが、急ではありますけども、どちらを掲載しましょうか。皆さんち

ょっと協議をお願いしたいというふうに思います。 

３か所ですね。川越のりそなコエドテラス、それから南砺市の私立学校におけるチーム担任

制の導入、それから長野市の鳥獣被害対策とジビエ加工センターについてということでござい

ますが、この３つの中のどれか１つ市議会だより９月号の掲載ということで、ちょっと決めて

いきたいなと思うんですけども、御意見ございませんか。はい、西村委員。 

◆西村紳一郎委員 りそなコエドテラスの中ほどの埼玉県の指定銀行である埼玉りそな銀行によ

り出向した職員が副館長を務めるなど、埼玉りそな銀行が中心で事業化してる印象を受けまし

た。この起業の際の、これ企業は間違いじゃないか。起業の際の融資などスムーズに行くと。 

◆石田憲太郎委員長 非常に短時間でよく見つけていただいたなと思うとこですけど、これは起

こすですよね、起こすなりわいだと思います。間違いだと思います。どうですかね、この３か

所のうちの１か所とすればどれでしょうかね。金田委員。 

◆金田靖典委員 りそなはりそなでありだったですけども、やっぱりいろんな今後自分らが考え

ていく中で、共通項も深いって、いろんな示唆を与えてくれたのは、ここ南砺市のこのチーム

担任制の導入、これが非常にいろんな意味でこれから向かっていくのには、１つの方向性とし

ては非常に示唆を与えてくれたのかなということで、南砺市でまとめていただけるとありがた

いなと思います。以上です。 

◆石田憲太郎委員長 金田委員のほうから今、南砺市のチーム担任制の導入、これがいいのでは

ないかという意見がございました。これにつきましてはどうでしょうか。ほかの委員の皆様。 

◆西村紳一郎委員 たしかホームページはこれ全部載っとるんだ。 

◆石田憲太郎委員長 ですから、議会だよりに載せるやつ。だから、ホームページのほうは全て、

これは制限ありませんのであれですけども、議会だよりのほうはもう限られた文字数の中でで

すので、３つまとめることができないので、そのうちの１つ、代表の１つを掲載をするという

ことなので、この３つの中から１つ選定をしていただきたいということで、今、金田委員のほ

うから南砺市のチーム担任制ではどうでしょうかというような意見があったところですけども。

どうでしょうか。水口委員。 

◆水口 誠委員 先ほど金田委員が言われましたけども、このチーム担任制の導入ということで

ありますけども、今現在、本市でもチーム担任制というか、そういったことを取り組もうとさ
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れている学校もあるということで聞いておりますので、この担任制の導入、これで私はいいと

思います。 

◆石田憲太郎委員長 ほかの委員の皆さんどうですかね。今、複数の委員から御意見ございまし

たが、特に異論なければチーム担任制ということでよろしいでしょうかね。じゃあ、こちら南

砺市のチーム担任制ということで９月の議会だよりの掲載記事はこれにまとめさせていただき

たいと思います。内容につきましては一度、正副委員長で原稿の案を作成してまいりたいと思

いますので、次回示させていただきますので、御確認をお願いをしたいというふうに思います。 

以上で全ての日程を終了しましたので、文教経済委員会を閉会したいと思います。 

午後１時 58 分 閉会 
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令和７年６月 鳥取市議会定例会 

文教経済委員会日程 
（議案説明） 

日時：令和７年６月17日（火）10:00～ 

場所：７階 第２委員会室 

 教育委員会  

◎議案【説明】 

議案第 82号 令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第1号）【所管に属する部分】 

 議案第 97号 専決処分事項の報告及び承認について【所管に属する部分】 

◎報告 

報告第 ７号 繰越明許費繰越計算書について【所管に属する部分】 

報告第11号 放棄した債権の報告について【所管に属する部分】 

◎その他の報告

・鳥取市教育大綱・教育振興基本計画の策定について（教育総務課） 

・民間スイミングスクールを活用した水泳授業のモデル校実施について（教育総務課） 

・逢坂小学校の浜村小学校への先行編入等について（教育総務課） 

・新給食センター整備の工期延長及び工事発注方法等について（学校保健給食課） 

・令和の万葉大茶会２０２５ 飛鳥・万博大会について（文化財課） 

・鳥取市民体育館ネーミングライツ契約の公募について（生涯学習・スポーツ課） 
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 経済観光部 （教育委員会終了後） 

◎議案【説明】

議案第 82号 令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第1号）【所管に属する部分】 

 議案第 83号 令和７年度鳥取市公設地方卸売市場事業費特別会計補正予算（第1号） 

 議案第 84号 令和７年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第1号） 

 議案第 95号 財産の無償貸付けについて 

議案第 97号 専決処分事項の報告及び承認について【所管に属する部分】 

◎報告 

報告第 ７号 繰越明許費繰越計算書について【所管に属する部分】 

◎その他の報告

・第61回 鳥取しゃんしゃん祭について（観光・ジオパーク推進課） 

 農林水産部・農業委員会 （経済観光部終了後） 

◎議案【説明】

議案第 82号 令和７年度鳥取市一般会計補正予算（第1号）【所管に属する部分】 

 議案第 97号 専決処分事項の報告及び承認について【所管に属する部分】 

◎陳情【質疑・討論・採決】 

＜新規＞ 

令和７年陳情第６号 

国産食料の増産、食料自給率の向上、家族農業支援強化を求める意見書の提出を求める陳情 

◎報告 

報告第 ７号 繰越明許費繰越計算書について【所管に属する部分】 

 その他 （農林水産部・農業委員会終了後） 

委員会視察報告書について 


